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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークエンティティによるワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするための少なく
とも１つのページングハイパーフレームを決定することと、前記ページングハイパーフレ
ームは、各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセット
から決定される、
　前記ＵＥのページング応答ウィンドウの期間においてより頻繁に前記ＵＥをページング
して、前記ＵＥのページング応答ウィンドウ外の期間においてより頻度の少ないページン
グをすることをトラッキングエリア内の複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数
に要求することと、ここにおいて前記ページング応答ウィンドウは、少なくとも１つのペ
ージングハイパーフレームが前記複数の基地局の各々について生じる時間ウィンドウであ
る、
　を備え、
　前記ＵＥがページに応答したと決定することと、
　前記ＵＥが前記ページに応答したと決定することに応答して、ある期間中に、前記ＵＥ
をページングすることを前記複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数に要求する
ことを控えることと
　を備えることによって特徴付けられる、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
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　前記ページングハイパーフレームはまた、前記ＵＥの拡張された不連続受信（ｅＤＲＸ
）の期間に基づいて決定される、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのページングハイパーフレームは、各々が前記ｅＤＲＸの期間に基
づいて決定される、複数のページングハイパーフレームを備える、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥからのページング応答を検出した後で前記ＵＥのページングをキャンセルする
ための要求を前記複数の基地局のうちの１つまたは複数に送信することをさらに備える、
請求項１の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥに関するハイパーフレームをページングすることは、少なくとも前記トラッキ
ングエリア内で前記ＵＥがキャンピングしている基地局とは無関係である、請求項１の方
法。
【請求項６】
　前記ＵＥがある期間内にさらなるページに応答しなかったと決定することと、
　前記複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数に前記ページングハイパーフレー
ムの外部で前記ＵＥをページングすることを指示すること、をさらに備える、請求項１の
方法。
【請求項７】
　前記ＵＥが前記ページに応当したと決定することに応答して、前記期間のタイマーを開
始することをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記決定に基づいて前記複数の基地局のうちの１つまたは複数に前記ＵＥに関するペー
ジングキャンセルを送信することをさらに備える請求項１の方法。
【請求項９】
　ページに含まれるべきタグ番号を決定すること、ここにおいて前記要求することは、前
記タグ番号を前記複数の基地局のうちの１つまたは複数に送信することを備える、
　をさらに備える、請求項１の方法。
【請求項１０】
　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするための少なく
とも１つのページングハイパーフレームを決定する手段と、前記ページングハイパーフレ
ームは、各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセット
から決定される、
　前記ＵＥのページング応答ウィンドウの期間においてより頻繁に前記ＵＥをページング
して、前記ＵＥのページング応答ウィンドウ外の期間においてより頻度の少ないページン
グをすることをトラッキングエリア内の複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数
に要求する手段と、ここにおいて前記ページング応答ウィンドウは、少なくとも１つのペ
ージングハイパーフレームが前記複数の基地局の各々について生じる時間ウィンドウであ
る、
　を備え、
　前記ＵＥがページに応答したと決定する手段と、
　前記ＵＥが前記ページに応答したと決定することに応答して、ある期間中に、前記ＵＥ
をページングすることを前記複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数に要求する
ことを控える手段と
　を備えることによって特徴付けられる、ワイヤレス通信に関する装置。
【請求項１１】
　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするための少なく
とも１つのページングハイパーフレームを決定し、前記ページングハイパーフレームは、
各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセットから決定
される、
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　前記ＵＥのページング応答ウィンドウの期間においてより頻繁に前記ＵＥをページング
して、前記ＵＥのページング応答ウィンドウ外の期間においてより頻度の少ないページン
グをすることをトラッキングエリア内の複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数
に要求する　ためのコンピュータ実行可能命令を備え、
、ここにおいて前記ページング応答ウィンドウは、少なくとも１つのページングハイパー
フレームが前記複数の基地局の各々について生じる時間ウィンドウである、
　前記ＵＥがページに応答したと決定し、
　前記ＵＥが前記ページに応答したと決定することに応答して、ある期間中に、前記ＵＥ
をページングすることを前記複数の基地局（ＢＳｓ）のうちの１つまたは複数に要求する
ことを控える、
　ためのコンピュータ実行可能命令を備えることによって特徴付けられる、コンピュータ
可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は２０１５年５月４日に出願された米国仮出願第６２／１５６，８７
７号、２０１５年５月５日に出願された米国仮出願第６２／１５７，４１８号、２０１５
年５月１３日に出願された米国仮出願第６２／１６１，１４０号、２０１５年８月２１日
に出願された米国仮出願第６２／２０８，５１１号、および２０１６年３月２２日に出願
された米国特許第１５／０７７，８５５号の優先権を主張し、これらの全てが本願の譲り
受け人に譲渡されそれらの全体においてここに参照することにより明示的に組み込まれる
。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示のある態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、拡張され
た不連続受信（ｅＤＲＸ）で動作するデバイスをページングするための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは音声、データ等のようなさまざまなタイプの通信コン
テンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは利用可能なシステムリ
ソース（例えば、帯域幅および送信電力）を共有することにより複数のユーザとの通信を
サポートすることができる多元アクセスシステムであり得る。そのような多元アクセスシ
ステムの例は符号分割多元アクセス（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元アクセス（ＴＤＭ
Ａ）システム、周波数分割多元アクセス（ＦＤＭＡ）、ＬＴＥ（登録商標）アドバンスト
システムを含む第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ(登録商標)）ロングタ
ームイボリューション(ＬＴＥ)、および直交周波数分割多元アクセス（OFDMA）システム
を含む。
【０００４】
　[0004]一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通
信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向および逆方向リンク上の送信を
介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（すなわちダウンリンク）は、
基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（すなわちアップリンク）は、端末
から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単一入力単一出力、多入力単一出
力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信ネットワークは、多数のワイヤレスデバイスのための通信をサポ
ートすることができる多数の基地局を含み得る。ワイヤレスデバイスは、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）を含み得る。ＵＥのいくつかの例は、セルラフォン、スマートフォン、パーソナルデ
ジタルアシスタンツ（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タブレット
、ラップトップコンピュータ、ノートブック、スマートブック、ウルトラブック、ゲーミ
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ングデバイス、ナビゲーションデバイス、バーチャルリアリティデバイス、ウエアラブル
デバイス（例えば、スマートグラス／ゴーグル／ヘッドアップディスプレイ(smart glass
es/goggles/heads-up displays)、スマートウォッチ、スマートリストバンド）等を含み
得る。いくつかのＵＥｓはマシンタイプ通信（ＭＴＣ）ＵＥｓであると考えることができ
、基地局、別のリモートデバイスまたはいくつかの他のエンティティと通信することがで
きるセンサ、メータ(meters)、モニタ、ロケーションタグ、ドローン、トラッカ(tracker
s)、ロボット等のようなリモートデバイスを含み得る。マシンタイプ通信（ＭＴＣ）は通
信の少なくとも一端で少なくとも１つのリモートデバイスを含む通信に言及することがで
き、必ずしも人間の相互作用を必要としない１つまたは複数のエンティティを含むデータ
通信の形態を含むことができる。ＭＴＣ　ＵＥｓは、ＭＴＣサーバとＭＴＣ通信を行うこ
とができおよび／または例えば、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）を
介した他のＭＴＣデバイスと通信を行うことができるＵＥｓを含むことができる。
【０００６】
　[0006]低頻度の通信でデバイスの性能を改良するために、拡張された不連続受信に関す
る技法が望まれる。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの態様を有し、これ
らのうちのいずれも、その望ましい属性を単独で担うものではない。後続する特許請求の
範囲によって表されるこの開示の範囲を限定することなしに、ここでいくつかの特徴が簡
潔に論述される。本論述を考慮した後、特に「詳細な説明」と題されたセクションを読ん
だ後、当業者は、この開示の特徴がワイヤレスネットワーク内におけるアクセスポイント
と局との間での改善された通信を含む利点をどのように提供するかを理解するであろう。
【０００８】
　[0008]本開示のある特定の態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。この方法は一般にＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をペー
ジングするための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定することと、ここ
で、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる(span)周期的に
生じるハイパーフレームのセットから決定される、ＵＥをページするためのリクエストを
受信することと、ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブ
フレームでＵＥにページング信号を送信することとを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。この方法は一般に、ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）から
のページング信号をモニタリングするための少なくとも１つのページングハイパーフレー
ムを決定することと、ここで、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレーム
にまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセットから決定される、およびページング
ハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームでページング信号を
モニタリングすることを含む。
【００１０】
　[0010]本開示のある態様は、ネットワークエンティティによるワイヤレス通信のための
方法を提供する。この方法は一般に、ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）
をページングするための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定することと
、ここで、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に
生じるハイパーフレームのセットから決定される、およびページングハイパーフレームが
生じると他の時刻の場合と異ならせて前記ＵＥをページするように１つまたは複数の基地
局（ＢＳｓ）に要求することを含む。
【００１１】
　[0011]本開示のある態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、一般に
ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページングするための少なくとも１
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つのページングハイパーフレームを決定するための手段と、ここで、ページングハイパー
フレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセッ
トから決定される、ＵＥをページするためのリクエストを受信する手段と、およびページ
ングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームでＵＥへページ
ング信号を送信するための手段とを含む。
【００１２】
　[0012]本開示のある態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、一般に
、ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からページング信号をモニタリングする
ための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定する手段と、ここで、ページ
ングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフ
レームのセットから決定される、およびページングハイパーフレームの無線フレームの少
なくとも１つのサブフレーム内のページング信号をモニタリングするための手段とを含む
。
【００１３】
　[0013]本開示のある態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は一般
にＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページングするための少なくとも
１つのページングハイパーフレームを決定する手段と、ここでページングハイパーフレー
ムは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセットから
決定される、およびページングハイパーフレームが生じると他の時刻の場合と異ならせて
ＵＥをページするように１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に要求する手段を含む。
【００１４】
　[0014]本開示のある特定の態様は、基地局（ＢＳ）を提供する。ＢＳは一般に、少なく
とも１つのアンテナと、ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページング
するための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで、ページング
ハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレー
ムのセットから決定される、ＵＥをページするための要求を受信し、およびページングハ
イパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームでＵＥにページング信
号を送信するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含む。
【００１５】
　[0015]本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）を提供する。ＵＥは一般に少な
くとも１つのアンテナと、ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からのページン
グ信号をモニタリングするための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し
、ここで、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に
生じるハイパーフレームのセットから決定される、およびページングハイパーフレームの
無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームでページング信号をモニタするように構
成された少なくとも１つのプロセッサとを含む。
【００１６】
　[0016]本開示のある特定の態様は、ネットワークエンティティを提供する。ネットワー
クエンティティは、一般に少なくとも１つのネットワークインタフェースと、ＵＥの識別
（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページングするための少なくとも１つのページ
ングハイパーフレームを決定し、ここで、ページングハイパーフレームは各々が多数の無
線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセットから決定される、および
ページングハイパーフレームが生じると他の時刻の場合と異ならせてＵＥをページするよ
うに１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に要求するように構成されたプロセッサを含む。
【００１７】
　[0017]本開示のある特定の態様は、コンピュータ可読媒体を提供する。コンピュータ可
読媒体は、一般にＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページングする少
なくとも１つのページングハイパーフレームを決定するための命令と、ここで、ページン
グハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレ
ームのセットから決定される、およびページングハイパーフレームの無線フレーム内の少
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なくとも１つのサブフレームでＵＥにページング信号を送信するための命令を含む。
【００１８】
　[0018]本開示のある特定の態様は、コンピュータ可読媒体を提供する。コンピュータ可
読媒体は、一般に、ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からページング信号を
モニタリングするために少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定する命令と
、ここで、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に
生じるハイパーフレームのセットから決定される、およびページングハイパーフレームの
無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームでページング信号をモニタリングする命
令を含む。
【００１９】
　[0019]本開示のある特定の態様は、コンピュータ可読媒体を提供する。コンピュータ可
読媒体は、一般にＵＥの識別(ＩＤ)に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページングするため
に少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定する命令と、ここで、ページング
ハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレー
ムのセットから決定される、およびページングハイパーフレームが生じると、他の時刻の
場合と異ならせてＵＥをページするように１つまたは複数の基地局（ＢＳＳ）に要求する
命令とを含む。
【００２０】
　[0020]方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、および処理システムを含
む、数多くの他の態様が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　[0021]本開示の上述された特徴が詳細に理解できるように、上記で簡潔に要約されたよ
り特定の説明は、態様への参照によりなされることがあり得、それらのうちのいくつかは
、添付された図面内において例示される。しかしながら、添付した図面は、本開示のある
典型的な態様のみを図示しており、それゆえ、その範囲を限定するものとして考えられる
ものではなく、説明のために、他の同等に効果的な態様を認めてもよいことに留意すべき
である。
【図１】[0022]図１は本開示のある態様に従う、無線通信ネットワークの一例を概念的に
図示するブロック図である。
【図２】[0023]　図２は、本開示のある態様に従った、ワイヤレス通信ネットワークにお
いてユーザ機器（ＵＥ）と通信している基地局の例を概念的に図示するブロック図を示す
。
【図３】[0024]図３は本開示のある態様にしたがってワイヤレス通信ネットワーク内にお
けるフレーム構造の例を概念的に例示するブロック図である。
【図４】[0025]図４は、本開示のある態様に従った、ノーマルサイクリックプリフィック
スを有した２つの例示サブフレームフォーマットを概念的に図示するブロック図である。
【図５】[0026]図５は、本開示のある態様にしたがった、実例的なワイヤレス通信システ
ムを例示する図。
【図６】[0027]図６は本開示のある態様に従う、ｅＤＲＸで動作するＵＥｓをサポートす
るｅＮＢｓの例示タイムラインを図示する。
【図７】[0028]図７は本開示のある態様に従う、ｅＤＲＸで動作するｅＮＢＳとモビリテ
ィマネージメントエンティティ（ＭＭＥ）の例示タイムラインを図示する。
【図８】[0029]図８は本開示のある態様に従う、ｅＤＲＸ　ＵＥｓおよびノーマル（例え
ば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓに関する例示タイムラインを図示する。
【図９】[0030]図９は本開示のある態様に従う、ＢＳにより実行され得る例示動作を図示
する。
【図１０】[0031]図１０は本開示のある態様に従う、ＵＥにより実行され得る例示動作を
図示する。
【図１１】[0032]図１１は本開示のある態様に従う、ネットワークエンティティにより実
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行され得る例示動作を図示する。
【図１２】[0033]図１２は本開示のある態様に従う、ｅＤＲＸで動作するＵＥをサポート
するｅＮＢｓの例示タイムラインを図示する。
【図１３】[0034]図１３は本開示のある態様に従う、ｅＤＲＸで動作するＵＥをサポート
するｅＮＢｓの例示タイムラインを図示する。
【図１４】[0035]図１４は、本開示のある態様に従う、ｅＤＲＸで動作するＵＥをサポー
トするｅＮＢｓの例示タイムラインを図示する。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　[0036]本開示の態様は拡張された不連続受信（ｅＤＲＸ）に関するさまざまな技法を提
供する。ｅＤＲＸはロングタームエボリューション（ＬＴＥ）リリース１３(Rel 13)で導
入される強化の１つである。ｅＤＲＸは現在のＤＲＸ、特に低データアクティビティを備
えたマシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスで可能であるものよりも極めて高い電力節約を
可能にし得る。レガシー（例えば、現在の）ＤＲＸは、ＬＴＥにおいて現在０乃至１０２
３である、システムフレーム番号（ＳＦＮ）レンジに制約される。現在のＤＲＸでは、Ｄ
ＲＸサイクルの最大長は２．５６秒であり、それはデバイスが少なくとも２．５６秒ごと
に１回「ウェークアップ」（例えば、受信機を活性化する）しなければならないことを意
味する。本開示の態様に従って、デバイス（例えば、ユーザ機器（ＵＥｓ）、基地局（Ｂ
Ｓｓ）および他のネットワークエンティティ）はＳＦＮレンジにより制約されていない間
デバイスがｅＤＲＸを実行することを可能にするように動作することができる。例えば、
以下に詳細に記載されるように、現在のＤＲＸの場合のようにＳＦＮレンジに基づいて２
．５６秒の最大サイクル長に制約されるよりはむしろ、４０分またはそれ以上のサイクル
長でｅＤＲＸを実行するために、ＭＴＣデバイスおよび／またはエンハンストＭＴＣ（ｅ
ＭＴＣ）デバイスのような、あるデバイスによりこの技法が使用され得る。
【００２３】
　[0037]ここに説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－
ＦＤＭＡのような様々なワイヤレス通信ネットワークおよび他のネットワークに対して使
用されうる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば交換可能に使
用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄ
ｍａ２０００などのような無線技術をインプリメントすることができる。ＵＴＲＡは、広
帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、
およびＣＤＭＡの他のバリエーションを含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００規格
、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、グ
ローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）（登録商標）のような無線技術をインプリメント
することができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商
標））、ＩＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ　８０２．２０
、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）、等のような無線技術をインプリメントすることが
できる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ）の一部である。周波数分割多重（ＦＤＤ）および時分割多重（ＴＤ
Ｄ）の両方における３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－ア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリンクではＯＦＤＭＡを、アップリンクではＳＣ－
ＦＤＭＡを適用する、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新たなリリースである。ＵＴＲ
Ａ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナ
ーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体からの文書内において説明されて
いる。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」
（３ＧＰＰ２）と命名された団体からの文書内に説明されている。ここで説明される技法
は、上述されたワイヤレスネットワークおよび無線技術のみならず、他のワイヤレスネッ
トワークおよび無線技術のために使用されうる。明確化のために、これらの技法のある態
様は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバンストについて下記に説明されており、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
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アドバンストの用語が下記の説明の大部分で使用され得る。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、
一般に、ＬＴＥと呼ばれる。
【００２４】
　[0038]図１は、本開示の態様が用いられ得る実例的なワイヤレス通信ネットワーク１０
０を示す。たとえば、セルをサーチし、セルを獲得するために使用される１つまたは複数
の信号は無線通信ネットワーク１００内の１つまたは複数のＢＳｓによって、無線通信ネ
ットワーク１００内の１つまたは複数のＵＥｓへ送信されることができる。以下により詳
細に記載されるように、ここに提供される技法は１つまたは複数の信号に基づいて（ＵＥ
ｓが）セル獲得を実行するのに関連づけられた時間量を低減するためにＢＳ（複数の場合
もある）／またはＵＥ（複数の場合もある）により使用されることができる。ここで使用
されるように、「セル獲得」という用語はセルをサーチしおよび／またはセルを獲得する
（例えば、セルに同期化する）ことに言及するために使用されることができる。
【００２５】
　[0039]ワイヤレス通信ネットワーク１００はＬＴＥネットワークまたはその他のワイヤ
レスネットワークであり得る。ワイヤレス通信ネットワーク１００は多数の発展型ノード
Ｂｓ(eNBs)１１０および他のネットワークエンティティを含むことができる。ｅＮＢはユ
ーザ機器(UEs)と通信するエンティティであり、また基地局、ノードＢ、アクセスポイン
ト（ＡＰ）等とも呼ばれることができる。各ｅＮＢは特定の地理的領域に関する通信カバ
レッジを提供することができる。３ＰＰＰにおいて、「セル」という用語は、用語が使用
されるコンテキストに依存してこのカバレッジエリアにサービスするｅＮＢおよび／また
はｅＮＢサブシステムのカバレッジエリアに言及することができる。
【００２６】
　[0040]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに対して通信カバレッジを提供することができる。マクロセルは、比較的大きい地理
的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、サービス加入しているＵＥによる
制限されていないアクセスを可能にすることができる。ピコセルは、比較的小さい地理的
エリアをカバーし、サービス加入しているＵＥによる制限されていないアクセスを可能に
することができる。フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（例えば、家）をカバー
し、このフェムトセルと関連性のあるＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ
）におけるＵＥ）による制限されたアクセスを可能にすることができる。マクロセルのた
めのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称されることができる。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコ
ｅＮＢと称されることができる。フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたは
ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と称されることができる。図１に示される例では、ｅＮＢ１１
０ａは、マクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０ｂは、ピコセ
ル１０２ｂのためのピコｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０ｃは、フェムトセル１０２ｃのた
めのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（例えば、３つの）セルを
サポートすることができる。「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は、本
明細書では同じ意味で使用され得る。
【００２７】
　[0041]ワイヤレス通信ネットワーク１００はまた、中継局（relay station）を含むこ
とができる。中継局は、アップストリーム局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの
送信を受信し、ダウンストリーム局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）にデータの送信を送る
ことができるエンティティである。中継局はまた、他のＵＥのための送信を中継すること
ができるＵＥであり得る。図１に示される例では、中継（局）ｅＮＢ１１０ｄは、ｅＮＢ
１１０ａとＵＥ１２０ｄの間の通信を容易にするために、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵ
Ｅ１２０ｄと通信することができる。中継局は、中継ｅＮＢ、中継基地局、リレーなどと
も呼ばれることができる。
【００２８】
　[0042]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、例えば、マクロｅＮＢｓ、ピコｅＮＢｓ
、フェムトｅＮＢｓ、中継ｅＮＢｓなどの異なるタイプのｅＮＢｓを含む異種ネットワー
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クであり得る。これらの異なるタイプのｅＮＢｓは、ワイヤレス通信ネットワーク１００
において、異なる送信電力レベル、異なるカバレッジエリア、および干渉に対する異なる
影響を有し得る。例えば、マクロｅＮＢｓが、高い送信電力レベル（例えば、５～４０Ｗ
）を有し得るのに対して、ピコｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、および中継ｅＮＢｓは、よ
り低い送信電力レベル（例えば、０．１～２Ｗ）を有し得る。
【００２９】
　[0043]ネットワークコントローラ１３０は、これらｅＮＢｓのセットに結合し、これら
ｅＮＢｓに対して協調と制御を提供することができる。

ネットワークコントローラ１３０は、バックホールへのネットワークインタフェースを介
してｅＮＢｓと通信することができる。ｅＮＢｓはまた、例えば直接的に、あるいはワイ
ヤレスまたはワイヤーラインバックホールを介して間接的に互いに通信することができる
。
【００３０】
　[0044]ＵＥ １２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレス通信ネ
ットワーク１００にわたって分散しており、各ＵＥは固定式または移動式であり得る。Ｕ
Ｅは、アクセス端末、端末、モバイル局（ＭＳ）、加入者ユニット、局（ＳＴＡ）、等と
も呼ばれ得る。ＵＥの例は、セルラフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コード
レスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォン、ネ
ットブック、スマートブック、ウルトラブック、等であり得る。図１において、両方向矢
印付きの実線は、ＵＥと、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でそのＵＥにサー
ビス提供するように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所望の伝送を示す
。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の送信を潜在的に干渉することを示す。
【００３１】
　[0045]ワイヤレス通信ネットワーク１００（例えば、ＬＴＥネットワーク）内の１つま
たは複数のＵＥｓ１２０はまた、例えば、ＬＣ　ＭＴＣ　ＵＥｓ、ＬＣ　ｅＭＴＣ　ＵＥ
ｓ等のような低価格（ＬＣ）、低データレートデバイスであり得る。ＬＣ　ＵＥｓはＬＴ
Ｅネットワークにおいてレガシーおよび／またはアドバンストＵＥｓと共存することがで
きワイヤレスネットワーク内の他のＵＥｓ（例えば、非ＬＣ　ＵＥｓ）に比べると制限さ
れる１つまたは複数の能力を有することができる。例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２におい
て、ＬＴＥネットワーク内のレガシーおよび／またはアドバンストＵＥｓに比べると、Ｌ
Ｃ　ＵＥｓは以下の１つまたは複数で動作することができる：（レガシＵＥｓに対して）
最大帯域幅の低減、単一受信無線周波数（ＲＦ）チェーン、ピークレートの低減（例えば
、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）に関して最大１０００ビットがサポートされ
ることができる）、送信電力の低減、ランク１送信、ハーフデュプレックス動作等。いく
つかのケースにおいて、ハーフデュプレックス動作がサポートされる場合、ＬＣ　ＵＥｓ
は送信から受信（または受信から送信）動作への緩和された(relaxed)切替タイミングを
有することができる。例えば、１つのケースにおいて、レガシーおよび／またはアドバン
ストＵＥｓに関する２０マイクロ秒（μｓ）の切替タイミングに比べて、ＬＣ　ＵＥｓは
１ミリ秒（ｍｓ）の緩和された切替タイミングを有することができる。
【００３２】
　[0046]いくつかのケースにおいて、ＬＣ　ＵＥｓ（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２に
おいて）もまたＬＴＥネットワークモニタＤＬコントロールチャネルにおけるレガシーお
よび／またはアドバンストＵＥｓと同様の方法でダウンリンク（ＤＬ）コントロールチャ
ネルをモニタすることができる。リリース１２　ＭＴＣ　ＵＥｓは、例えば、最初のわず
かのシンボルにおいてワイドバンドコントロールチャネルをモニタリングする(例えば、
物理ダウンリンクコントロールチャネル（ＰＤＣＣＨ）並びに相対的に狭帯域を占有する
がサブフレーム（例えば、エンハンストＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）の長さにまたがる狭
帯域コントロールチャネル）レギュラーＵＥｓと同様の方法で依然としてダウンリンク（
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ＤＬ）コントロールチャネルをモニタすることができる。
【００３３】
　[0047]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、代替としてまたはＭＴＣ動作をサポート
することに加えて、さらなるＭＴＣエンハンスメント（例えば、ｅＭＴＣ動作）をサポー
トすることができる。例えば、ＬＴＣ　ｅＭＴＣ　ＵＥｓは（例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－
１３において）より広いシステム帯域幅（例えば、１．４／３／５／１０／１５／２０Ｍ
Ｈｚ）と共存しながら(例えば、利用可能なシステム帯域幅から分割された６つのリソー
スブロック（ＲＢｓ）または１．４ＭＨｚの特定の狭帯域割り当てに制限された)狭帯域
動作をサポートすることができる。ＬＣ　ｅＭＴＣ　ＵＥはまた１つまたは複数のカバレ
ッジ動作モードをサポートすることができる。例えば、ＬＣ　ｅＭＴＣは１５ｄＢまでの
カバレッジエンハンスメントをサポートすることができる。
【００３４】
　[0048]ここで使用されるように、ＭＴＣデバイス、ｅＭＴＣデバイス等のような制限さ
れた通信リソースを有するデバイスは一般的にＬＣ　ＵＥｓと呼ばれる。同様に、レガシ
ーおよび／またはアドバンストＵＥｓ（例えば、LEにおける）は一般的に非LC　ＵＥｓと
呼ばれる。
【００３５】
　[0049]いくつかのケースにおいて、ＵＥ（例えば、ＬＣ　ＵＥまたは非ＬＣ　ＵＥ）は
ネットワーク内で通信する前にセルサーチおよび獲得プロシージャを実行することができ
る。１つのケースにおいて、例として図１に示されるＬＴＥネットワークを参照すると、
セルサーチと獲得プロシージャはＵＥがＬＴＥセルに接続されていないときおよびＬＴＥ
ネットワークをアクセスしたいときに実行されることができる。これらのケースにおいて
、ＵＥは単に電源をオンにし、ＬＴＥセルなどへの接続を一時的に失った後接続を回復さ
せることができる。
【００３６】
　[0050]他のケースにおいて、セルサーチと獲得プロシージャはＵＥがすでにＬＴＥセル
に接続されているとき実行されることができる。例えば、ＵＥは新しいＬＴＥセルを検出
し、新しいセルヘのハンドオーバを作ることができる。他の例として、ＵＥは１つまたは
複数の低電力状態で動作している場合があり(例えば、不連続受信（ＤＲＸ）をサポート
している場合があり)、１つまたは複数の低電力状態を抜け出すと、セルサーチを実行し
、獲得プロシージャを実行しなければならないかもしれない（たとえ、ＵＥが依然として
接続されたモードにあっても）。
【００３７】
　[0051]図２は、それぞれ図１におけるＢＳｓ／ｅＮＢｓ１１０の１つおよびＵＥｓ１２
０の１つであり得るＢＳ／ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図である。Ｂ
Ｓ１１０には、Ｔ本のアンテナ２３４ａ～２３４ｔが装備され得、ＵＥ １２０は、Ｒ本
のアンテナ２５２ａ～２５２ｒが装備され得、ここで、一般に、Ｔ≧１およびＲ≧１であ
る。
【００３８】
　[0052]ＢＳ１１０では、送信プロセッサ２２０は、１つ以上のＵＥｓのためにデータソ
ース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ
ｓ）に基づいて各ＵＥに対して１つ以上の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳｓ）
を選択し、ＵＥごとにそのＵＥに対して選択されたＭＣＳ（複数の場合もある）に基づい
てデータを処理（例えば、符号化および変調）し、すべてのＵＥｓに対してデータシンボ
ルを提供することができる。送信プロセッサ２２０は、また、システム情報（例えば、準
静的リソース分割情報（ＳＲＰＩ）、等）および制御情報（例えば、ＣＱＩ要求、グラン
ト（grant）、上位層シグナリング、等）を処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御
シンボルを提供することができる。プロセッサ２２０は、また、基準信号（例えば、共通
基準信号（ＣＲＳ））および同期信号（例えば、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）およびセ
カンダリ同期信号（ＳＳＳ））のための基準シンボルを生成することができる。送信（Ｔ
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Ｘ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能であれば、データシンボル
、制御シンボル、オーバーヘッドシンボル、および／または、基準シンボルに対して空間
処理（例えば、プリコーディング）を実行し、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変
調器（ＭＯＤｓ）２３２ａ～２３２ｔに提供することができる。各変調器232は、出力サ
ンプルストリームを取得するために（例えば、ＯＦＤＭ、等のための）それぞれの出力シ
ンボルストリームを処理することができる。各変調器232はさらに、ダウンリンク信号を
取得するために、出力サンプルストリームを処理（例えば、アナログに変換、増幅、フィ
ルタリング、およびアップコンバート）することができる。変調器２３２ａ～２３２ｔか
らのＴ個のダウンリンク信号は、Ｔ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介して、それぞれ
送信され得る。
【００３９】
　[0053]ＵＥ１２０では、アンテナ２５２ａ～２５２ｒは、ＢＳ１１０および／または他
のＢＳｓからダウンリンク信号を受信し、それぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）２５４ａ～２５
４ｒに受信された信号を提供することができる。各ＤＥＭＯＤ254は、その受信された信
号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し、
入力サンプルを取得することができる。各ＤＥＭＯＤ254は、（例えば、ＯＦＤＭ等のた
めに）入力サンプルをさらに処理し、受信されたシンボルを取得することができる。ＭＩ
ＭＯ検出器２５６は、Ｒ個のすべての復調器２５４ａ～２５４ｒからの受信されたシンボ
ルを取得し、適用可能であれば、受信されたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検
出されたシンボルを提供することができる。受信プロセッサ２５８は、検出されたシンボ
ルを処理（例えば、復調、および復号）し、ＵＥ120のための復号されたデータをデータ
シンク２６０に提供し、復号された制御情報およびシステム情報をコントローラ／プロセ
ッサ２８０に提供することができる。チャネルプロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲ
Ｐ）、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、ＣＱＩ
、等を決定することができる。
【００４０】
　[0054]アップリンクにおいて、ＵＥ １２０では、送信プロセッサ２６４は、データソ
ース２６２からのデータ、およびコントローラ／プロセッサ２８０からの（例えば、ＲＳ
ＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを含む報告のための）制御情報を受信し、処理す
ることができる。プロセッサ264はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボ
ルを生成することができる。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能であれば
、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコードされ、変調器２５４ａ～２５４ｒ
（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭなどのための）によってさらに処理され、ＢＳ１１０
に送信されることができる。ＢＳ１１０では、ＵＥ１２０および他のＵＥｓからのアップ
リンク信号は、アンテナ２３４によって受信され、ＤＥＭＯＤｓ２３２によって処理され
、適用可能であれば、ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、さらに受信プロセッサ２
３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータおよび制御情報
を取得することができる。プロセッサ238は、復号されたデータをデータシンク239に、そ
して、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ240に提供しうる。基地局１１０
は、通信ユニット２４４を含み、通信ユニット２４４を介してネットワークコントローラ
１３０に通信し得る。ネットワークコントローラ１３０は、通信ユニット２９４、コント
ローラ／プロセッサ２９０、およびメモリ２９２を含むことができる。
【００４１】
　[0055]コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれＢＳ１１０およびＵ
Ｅ１２０における動作を指示することができる。たとえば、ＢＳ１１０におけるコントロ
ーラ／プロセッサ２４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは図９に示され
る動作９００およびここに記載される技法に関する他のプロセスを実行することまたは指
示することができる。同様に、ＵＥ１２０におけるコントローラ／プロセッサ２８０およ
び／または他のプロセッサおよびモジュールは図１０に示される動作１０００および／ま
たはここに記載される技法に関するプロセスを実行することまたは指示することができる
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。メモリ２４２および２８２はそれぞれＢＳ１１０およびＵＥ１２０に関するデータおよ
びプログラムコードを記憶することができる。スケジューラ２４６はダウンリンクおよび
／またはアップリンク上のデータ送信に関してＵＥｓをスケジュールすることができる。
【００４２】
　[0056]図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。ダ
ウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレームの単
位に分割されることができる。各無線フレームは、所定の持続時間（例えば、１０ミリ秒
（ｍｓ））を有し、０～９のインデックスを有する１０個のサブフレームに区分されるこ
とができる。各サブフレームは、２つのスロットを含むことができる。各無線フレームは
、したがって、０～１９のインデックスを有する２０個のスロットを含むことができる。
各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、例えば、ノーマルサイクリックプレフィックス（a 
normal cyclic prefix）の場合７個のシンボル期間（図３に示されるように）、または、
拡張サイクリックプリフィックス（an extended cyclic prefix）の場合６個のシンボル
期間、を含むことができる。各サブフレーム内における２Ｌ個のシンボル期間は、０～２
Ｌ－１のインデックスが割り当てられることができる。
【００４３】
　[0057]ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルのシステム帯
域幅の中心１．０８ＭＨｚにおけるダウンリンクでプライマリ同期信号（ＰＳＳ）および
セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送信することができる。ＰＳＳおよびＳＳＳは、それぞ
れ、図３で示されるように、ノーマルサイクリックプレフィックスを用いた各無線フレー
ムのサブフレーム０および５において、それぞれシンボル期間６および５で送信されるこ
とができる。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セルの探索および捕捉（acquisition）のためにＵ
Ｅｓによって使用されることができる。たとえば、ＰＳＳは物理層アイデンティティに関
する情報（たとえば、０乃至２）をＵＥに提供することができ、それはＬＴＥセルが属す
ることができることを識別するのが物理レイヤセルの３つのグループのうちのいずれであ
るかを識別することができる。ＰＳＳはまたシンボルタイミング検出、周波数オフセット
検出などでＵＥにより使用されることができる。ＳＳＳは物理層セルアイデンティティグ
ループ番号（例えば０乃至１６７）に関する情報をＵＥに提供することができ、無線フレ
ームタイミング検出、サイクリックプリフィックス長検出、時分割デュプレキシング(dup
lexing)(TDD)／周波数分割デュプレキシング（ＦＤＤ）検出などに関してＵＥにより使用
されることができる。
【００４４】
　[0058]物理層アイデンティティ（例えば、ＰＳＳから）および物理層セルアイデンティ
ティグループ番号（例えばＳＳＳから）を用いて、ＵＥは所与のセルに関する物理層セル
アイデンティティ（ＰＣＩ）を決定することができる。以下に記載されるように、ＵＥが
所与のセルに関するＰＣＩを知ると、ＵＥはセルから送信された基準信号のロケーション
を知ることができセルから送信されたシステム情報（例えば、セルを獲得するために使用
される）を受信し、復号することができる。ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各
セルについて、システム帯域幅にわたってセル固有基準信号（ＣＲＳ）を送信し得る。Ｃ
ＲＳは、各サブフレームの特定のシンボル期間で送信されることができ、ＵＥによって、
チャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を実行するために使用される
ことができる。ｅＮＢはまた、ある無線フレームのスロット１におけるシンボル期間０か
ら３に物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送信することができる。
【００４５】
　[0060]ＰＢＣＨは、一般に、セルへのイニシャルアクセスなどのためにＵＥにより使用
されるいくつかのシステム情報（例えば、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ））を転送するこ
とができる。たとえば、ＰＢＣＨはシステム帯域幅、送信アンテナの数、システムフレー
ム番号などに関する情報を転送することができる。ｅＮＢはまたあるサブフレームにおい
て物理層ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のシステム情報ブロック（ＳＩＢｓ
）のような他のシステム情報を送信することができる。ｅＮＢはサブフレームの第１のＢ
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シンボル期間において物理ダウンリンクコントロールチャネル（ＰＣＣＨ）上のコントロ
ール情報／データを送信することができ、ここでＢは各サブフレーム毎に構成されること
ができる。ｅＮＢは各サブフレームの残りのシンボル期間にＰＤＳＣＨ上のトラフィック
データおよび／または他のデータを送信することができる。
【００４６】
　[0061]ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、「Evolved Univer
sal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation」と題す
る、３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１１で説明されており、これは公に入手可能である。
【００４７】
　[0062]図４は、通常のサイクリックプレフィックスを有する、ダウンリンクのための２
つの例となるサブフレームフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクのため
の利用可能な時間周波数リソースは、リソースブロックに分割されることができる。各リ
ソースブロックは、１つのスロットにおいて１２個のサブキャリアをカバーし、多くのリ
ソース要素を含むことができる。各リソースエレメントは、1つのシンボル期間において1
つのサブキャリアをカバーすることができ、実数値あるいは複素数値であり得る1つの変
調シンボルを送るために使用されることができる。
【００４８】
　[0063]サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナを備えたｅＮＢに対して使
用されることができる。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１においてアンテ
ナ０および１から送信されることができる。基準信号は、送信機および受信機によってア
プリオリに知られている信号であり、パイロットとも呼ばれることができる。ＣＲＳは、
例えば、セル識別子（ＩＤ）に基づいて生成される、セルに特有の基準信号である。図４
では、ラベルＲａを有する所与のリソースエレメントに関して、変調シンボルはそのリソ
ースエレメント上でアンテナａから送信されることができ、そのリソースエレメント上で
他のアンテナから変調シンボルは送信されることができない。サブフレームフォーマット
４２０は、４つのアンテナを備えたｅＮＢに対して使用されることができる。ＣＲＳは、
シンボル期間０、４、７、および１１にアンテナ０および１から、シンボル期間１および
８にアンテナ２および３から送信されることができる。サブフレームフォーマット４１０
および４２０の両方について、ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて決定され得る、均等に間隔
が空けられたサブキャリア上に送信されることができる。異なるｅＮＢｓは、それらのＣ
ＲＳを、それらのセルＩＤｓに依存して、同じまたは異なるサブキャリアで送信すること
ができる。サブフレームフォーマット４１０および４２０の両方について、ＣＲＳのため
に使用されないリソースエレメントは、データ（例えば、トラフィックデータ、制御デー
タ、および／または他のデータ）を送信するために使用されることができる。
【００４９】
　[0064]インターレース構造は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのためのダウンリンクおよびアッ
プリンクの各々に対して使用されることができる。例えば、０～Ｑ－１のインデックスを
有するＱ個のインターレースが定義され得、ここで、Ｑは４、６、８、１０、または何ら
かの他の値と等しいものであり得る。各インターレースは、Ｑ個のフレーム離間されたサ
ブフレームを含むことができる。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、
ｑ＋２Ｑ、等を含むことができ、ここで、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝である。
【００５０】
　[0065]ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信
に関するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートすることができる。ＨＡＲＱ
の場合、送信機（例えば、ｅＮＢ）は、パケットが受信機（例えば、ＵＥ）によって正確
に復号されるか、または何らかの他の終了条件に遭遇する(encounter)まで、パケットの
１つまたは複数の送信を送ることができる。同期ＨＡＲＱの場合、パケットのすべての送
信は、単一のインターレースの複数のサブフレームで送られ得る。非同期ＨＡＲＱの場合
、パケットの各送信は、任意のサブフレームで送られることができる。
【００５１】
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　[0066]１つのＵＥは、複数のｅＮＢｓのカバレッジ内に位置されることができる。これ
らのｅＮＢｓのうちの１つは、ＵＥにサービスするために選択されることができる。サー
ビングｅＮＢは、受信信号強度、受信信号品質、経路損失などのような様々な基準に基づ
いて選択されることができる。受信信号品質は、信号対雑音・干渉比（ＳＩＮＲ）、また
は基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または何らかの他のメトリックによって定量化され得
る。ＵＥは、当該ＵＥが、１つまたは複数の干渉するｅＮＢｓから高い干渉を観測し得る
支配的な（dominant）干渉シナリオで動作することができる。
【００５２】
　[0067]上述したように、無線通信ネットワーク（例えば無線通信ネットワーク１００）
内の１つまたは複数のＵＥｓは無線通信ネットワーク内の他の（非ＬＣ）デバイスに比べ
て、ＬＣ　ＵＥｓのような制限された通信リソースを有するデバイスであり得る。例えば
、上述したように、ＬＣ　ＵＥはリンクバジェット(link budget)制限デバイスであり得
、そのリンクバジェット制限に基づいて異なる動作モード（例えば、ＬＣ　ＵＥからまた
はＬＣ　ＵＥへ送信される反復メッセージの異なる量を伴う）で動作することができる。
たとえば、いくつかのケースにおいて、ＬＣ　ＵＥは反復が皆無かそれに近い(little to
 no)ノーマルカバレッジモード（たとえば、メッセージを成功裏に受信および／または送
信するためにＵＥに必要な反復量を低くすることができるかあるいは反復が必要ですらな
くすることができる）で動作することができる。代替的に、いくつかのケースにおいて、
ＬＣ　ＵＥは高い反復量があり得るカバレッジエンハンスメント（ＣＥ）モードで動作す
ることができる。さらに、いくつかのケースにおいて、非ＬＣ　ＵＥｓはまたＣＥモード
をサポートすることができる。
拡張された不連続受信における例示ページン
　[0068]上述したように、拡張された不連続受信（ｅＤＲＸ）を行う際に、ここに提供さ
れた１つまたは複数の技法は１つまたは複数のＢＳｓ、ネットワークデバイス、およびＵ
Ｅｓ（例えば、ＭＴＣ　ＵＥｓ）により使用されることができる。ここに提供される１つ
または複数の技法はｅＤＲＸを行うＵＥｓに関するページング動作の信頼性を改善するこ
とができる。１つまたは複数の技法はまた、例えば、ＵＥへの反復信号の不必要な反復を
防止することにより無線通信ネットワークにおける送信リソースの利用を改善することが
できる。
【００５３】
　[0069]レガシーＤＲＸにおいて、各ｅＮＢは別のｅＮＢがそのデバイスに割り当てるペ
ージング機会（paging occasion）と無関係にデバイスにページング機会を割り当てる。
したがって、新しいセルへリロケート(relocate)するレガシーＤＲＸを用いて動作するデ
バイスは新しいセルにより新しいページング機会が割当てられることができる。新しいペ
ージング機会の割当はＵＥにいくつかのＤＲＸサイクルの期間ネットワークからのページ
を紛失させる可能性がある。例えば、ネットワークはＵＥをページするように決定し、Ｕ
Ｅが最後に位置したトラッキングエリアにサービスするｅＮＢｓのすべてにページコマン
ドを送信することができる。さらに、この例において、ＵＥは第１のセルにおいてＵＥに
関するページング機会の前に第１のｅＮＢによりサービスされる第１のセルを離れること
ができ、ＵＥは第２のセル内のＵＥに関するページング機会の後で第２のｅＮＢによりサ
ービスされる第２のセルに到達することができる。したがって、ＵＥは単にＵＥの移動に
よりこの例において２以上のＤＲＸサイクルの期間ページを紛失し、ＵＥが第３のセルへ
移動する場合さらに多くのＤＲＸサイクルの期間ページを紛失する可能性がある。最も長
いレガシーＤＲＸサイクルは２．５６秒であるので、レガシーＤＲＸを用いて動作してい
るデバイスはデバイスリロケーティングのために数秒間ページを紛失する可能性がある。
【００５４】
　[0070]上述したように、ｅＤＲＸはＵＥがスリープモード状態を許容し得、そこでは、
ＵＥの受信機と他のシステムは数分（例えば、４０分）続くサイクルの間、非アクティブ
であり電力が供給されない。アクティブ期間の間の数分間ＵＥが非アクティブである場合
、レガシーデバイスに比べてＵＥをページングする機会は頻繁に生じないので、ＵＥをペ
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ージングする信頼性の重要性は増大する。
【００５５】
　[0071]ＵＥがｅＤＲＸで動作しているとき、ＵＥはＵＥが非アクティブの間異なるセル
へリロケートすることができる。たとえば、ＭＴＣ　ＵＥは自動車内に運び込まれること
ができ（例えば、自動車の動作についてのデータを集めるためのシステムの一部として）
、自動車はＭＴＣ　ＵＥがスリープサイクルの間にあるセルから別のセルへ運転される場
合がある。ｅＤＲＸで動作しているＭＴＣ　ＵＥは横断したセルのいずれともコンタクト
することなく、スリープモードの間いくつかのセルを横断することができる。上述したよ
うに、レガシーＤＲＸで動作するＵＥはＵＥが新しいセルへリロケートされたときいくつ
かのＤＲＸサイクルの期間ページを紛失する可能性がある。（たとえば、レガシーＤＲＸ
と同様に）ＭＴＣ　ＵＥが位置しているセルにサービスする各ｅＮＢにより新しいページ
ング機会がｅＤＲＸで動作しているＭＴＣ　ＵＥに割り当てられる場合、ＭＴＣ　ＵＥは
いくつかのｅＤＲＸサイクルの期間ページを紛失する可能性がある。しかしながら、新し
いセルへリロケートし、いくつかのｅＤＲＸサイクルの期間ページを紛失するｅＤＲＸを
用いて動作するデバイスは１時間またはそれ以上の時間ネットワークにより連絡可能でな
いかもしれない(may not be reachable)。本開示の態様は、リロケーティングするときｅ
ＤＲＸを用いて動作するデバイスがいくつかのｅＤＲＸサイクルの期間にページを紛失す
ることを防止することができる技法を提供する。
【００５６】
　[0072]本開示の態様によれば、無線通信システムはハイパーＳＦＮ（Ｈ－ＳＦＮ）を用
いて、１０２４無線フレーム（例えば、ＳＦＮサイクル）の各サイクルをインデックスす
ることができる。Ｈ－ＳＦＮは、たとえば、０乃至２５５（例えば、８ビットバイナリ数
のレンジ）を有することができる。無線通信システムのｅＮＢｓはシステム情報ブロック
（ＳＩＢ）内のＨ－ＳＦＮをブロードキャストすることができる。
【００５７】
　[0073]本開示の態様によれば、無線通信システムは１つまたは複数のページングハイパ
ーフレーム（ＰＨｓ）をｅＤＲＸを用いて動作するＵＥへ割り当てることができる。無線
通信システムはｅＤＲＸを用いて動作するデバイスにｅＤＲＸ期間（例えば、Ｔ－ｅＤＲ
Ｘ）を割り当てることができ、デバイスと無線通信システムは割り当てられたＰＨおよび
デバイスに割り当てられたｅＤＲＸ期間に基づいてデバイスのＰＨｓを決定することがで
きる。
【００５８】
　[0074]図５はｅＤＲＸに関する例示タイムライン５００を示す。例示タイムラインにお
いて、ＢＳ（図１に示されるｅＮＢ１１０ａ）に関するＨ－ＳＦＮは５０２において０で
スタートし、５０４において最大値（例えば、２５５）まで増加する。５０６において、
Ｈ－ＳＦＮは再び０でスタートする。デバイスに関する第１のＰＨは５０８で図示される
。デバイスに関する第２のＰＨは５１０においてT_eDRX後に生じる。

第１のＰＨに含まれるフレームは５１２で図示される。各ハイパーフレームは０乃至１０
２３のレンジを有するＳＦＮｓを有する１０２４フレームを含む。図示されるように、各
ＰＨは１つまたは複数のページングフレーム（ＰＦｓ）５１４、５１６、５１８を含む。
ＰＦｓは３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３２１のようなＤＲＸに関するレガシー基準に従って決
定される。図示されるように、レガシー(例えば、ノーマル)ＤＲＸサイクルによれば、Ｐ
Ｈ内の第１のＰＦ５１４はＳＦＮ　Ｙで生じ、それはＵＥにサービスするｅＮＢにより割
り当てられ、ＮｃのさらなるＰＦｓ５１６、５１８がノーマルＤＲＸサイクル長（例えば
、Ｔ＿ＤＲＸ）の間隔で生じる。Ｎｃは１ＰＨの期間にＵＥがページをモニタする第１の
ＰＦの後のＤＲＸサイクルの数であり、例えば、ｅＮＢがｅＤＲＸを実行するようにＵＥ
を構成するときＵＥのサービングｅＮＢによりＵＥ上に構成されることができる。各ＰＦ
の期間に、少なくとも１つのページング機会（ＰＯ）５２０が少なくとも１つのサブフレ
ームに生じる。
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【００５９】
　[0075]ノーマルＤＲＸサイクル長、Ｔ＿ＤＲＸは非アクセス層(stratum)（ＮＡＳ）ま
たは無線リソースコントロール（ＲＲＣ）シグナリングを用いるＢＳによりＵＥ上に構成
されることができる。さらにまたは代替的に、ＵＥは期間Ｔｃのタイマーで構成されるこ
とができる。そのようなタイマーで構成されたＵＥは第１のＰＦの初めでウェークアップ
し（例えば、受信機をアクティブにし）タイマーの満了までアクティブのままである。
【００６０】
　[0076]ｅＤＲＸで動作するＵＥのページングの信頼性を改善するために、ネットワーク
エンティティ（例えばモビリティマネージメントエンティティ（ＭＭＥ））はネットワー
クエンティティがＵＥをページすることを決定すると、ｅＮＢにより複数のページ送信を
トリガすることができる。図５に図示されるように、ネットワークエンティティはＰＦｓ
Ｙ、Ｙ＋Ｔ＿ＤＲＸ、およびＹ＋２Ｔ＿ＤＲＸ等でＵＥをページするためにｅＮＢをトリ
ガすることができる。
【００６１】
　[0077]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸで動作するＵＥはＤＲＸサイクルの期間にＮｃ
ＰＦｓのサブセットのみをモニタするように決定することができる。たとえば、ＵＥはＤ
ＲＸサイクルの期間にＮｃＰＦｓのうちの第１のＰＦをモニタすることができ、ＵＥがペ
ージを受信しない場合、ＵＥはスリープモードに戻り、ＤＲＸサイクルの他のＰＦｓをモ
ニタしないと決定する。ＵＥは、ＵＥがモニタしないＰＦｓの期間にＵＥのサービングセ
ルがＵＥをページしないという表示を取得することに基づいてＰＦｓをモニタしないよう
に決定することができる。たとえば、ＵＥがＰＨの期間にウェークアップすると、ＵＥは
ＵＥのサービングセルの信号品質メトリック（例えば、信号対雑音比）を決定することが
できる。例において、ＵＥが困難なくセルから信号を受信することができる位置にＵＥが
あることを信号品質メトリックが示し、ＵＥがページを受信しなかったことを決定する。
さらに、例において、ｅＮＢはＵＥがｅＤＲＸで動作していることを知らされるのでｅＮ
Ｂは、ＰＨの期間ＰＦｓの各々の期間にＵＥをページするであろう。さらに、例において
、ｅＮＢがＵＥをページングしている場合、ＵＥは第１のＰＦにおいて(良好な信号品質
により)ページを検出したであろうから、セルの信号品質メトリックがしきい値以上であ
るときＵＥがページを検出しない場合第１のＰＦの後でＵＥはスリープモードに戻るよう
にプログラムされる。
【００６２】
　[0078]本開示の態様によれば、ＤＲＸサイクルの期間にＮｃＰＦｓのサブセットをモニ
タするかどうかを決定するときＵＥが最近新しいセルに選択されたかまたは再選択された
かどうかをＵＥは考慮することができる。ＵＥが最近新しいセルに選択されるか再選択さ
れた場合、Ｕｅは最近新しいロケーションに移動した可能性があり、まだ移動中の可能性
がある。上述したように、ＵＥのモビリティは、測定された信号品質メトリックがしきい
値より良い間（例えば、ＵＥのモビリティに関連した過度的な干渉により）ＵＥにページ
を紛失させる可能性があるので、ＵＥは最近新しいセルに選択されるか再選択された場合
１ＤＲＸサイクルの期間にＮｃＰＦｓの２つ以上をモニタするように決定することができ
る。
【００６３】
　[0079]本開示の態様によれば、１つまたは複数のｅＮＢｓから１つのＵＥへ複数のペー
ジ送信をトリガするネットワークエンティティ（例えば、ＭＭＥ）は、すべてのページ送
信が送信される前にページされたＵＥがネットワークエンティティにコンタクトする場合
、ＵＥはいくつかのページ送信をキャンセルすることができる。
【００６４】
　[0080]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸで動作するＵＥは、ＵＥがｅＤＲＸ　ＰＦまた
はレガシーＰＦ上でページされるかどうか（例えば、レガシーＰＦの期間にＵＥがページ
を送受信すべきデータを有するのでＵＥが目覚める場合）を、ｅＤＲＸサイクルに基づい
てシステム情報変更境界を決定する。システム情報変更境界はＵＥがセルのシステム情報
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への更新を受信するためにＵＥがアクティブを維持しサービングセルからのブロードキャ
ストをリッスンする時間期間を決定する。ｅＤＲＸで動作するＵＥは、たとえＵＥがレガ
シーＤＲＸページを受信する場合であっても、ｅＤＲＸに基づいてセルに関するシステム
情報変更境界を計算し、レガシーＤＲＸサイクルに基づいてシステム情報変更境界を計算
しない。
【００６５】
　[0081]本開示の態様によれば、トラッキングエリア内のｅＮＢｓは互いにそれらのＨ－
ＳＦＮインデックスをおおよそ割り当てることができる。ｅＮＢｓはグローバルクロック
(global clock)または他の時間基準により定義された特定の時刻(time of day)で各ｅＮ
ＢがそれらのＨ－ＳＦＮインデックスをイニシャライズすることにより互いにそれらのＨ
－ＳＦＮインデックスを割り当てることができる。トラッキングエリア内のＨ－ＳＦＮイ
ンデックスを大まかに割り当てることにより、すべてのｅＮＢｓはたがいに短い時間期間
（たとえば、ハイパーフレームの長さの２倍）にページ（例えば、ＭＭＥにより要求され
たページ）を送信しなければならないので、ｅＤＲＸで動作するＵＥのページングはより
予測可能であり得る。さらに、トラッキングエリア内のｅＮＢｓのＨ－ＳＦＮインデック
スのおおまかな割り当てはネットワークエンティティがＵＥに関するＰＨの開始附近まで
ＵＥに関するページング要求を発行するのを遅らせることを可能にする。
【００６６】
　[0082]図６は１トラッキングエリア内に位置されたｅＮＢｓの例示タイムライン６００
を図示する。図示されるように、ｅＮＢｓは時刻６０２においてそのＨ－ＳＦＮインデッ
クスをイニシャライズする。ｅＮＢ３は時刻６０６のわずか後にそのＨ－ＳＦＮインデッ
クスをイニシャライズし、ｅＮＢ２はさらに時刻６０４の少しあとにそのＨ－ＳＦＮイン
デックスをイニシャライズする。ｅＮＢｓの各々は真夜中（午前００：００時）のローカ
ルタイムの後に生じるＳＦＮインデックス０を有する第１のフレームの開始でそのＨ－Ｓ
ＦＮインデックスをイニシャライズする。各ｅＮＢはほぼ同時刻にそのＨ－ＳＦＮインデ
ックスをイニシャライズするので、特定のＵＥに関するＰＨ　Ｘはページング応答ウィン
ドウ６０８と呼ばれるショートウィンドウ内でその３つのｅＮＢｓのすべてに生じる。ｅ
ＮＢｓのすべてがそれらのＨ－ＳＦＮインデックスをほぼ同時刻にイニシャライズするの
で、ページング応答ウィンドウは、ハイパーフレームの長さの２倍に等しい長さを有する
。
【００６７】
　[0083]本開示の態様によれば、ネットワークエンティティ（例えば、ＭＭＥ）は、ＵＥ
に関するハイパーフレームのページングの発生に基づいて、ネットワークエンティティの
ページングストラテジィを改善することができる。たとえば、ネットワークエンティティ
はＵＥに関するページング応答ウィンドウの開始のちょっと前（例えば、２０ミリ秒未満
）まで特定のＵＥに関するページを発行するのを遅らせることができる。ページングスト
ラテジィを改善する第２の例として、ネットワークエンティティは、ＵＥがページに応答
しないときＵＥへのページ再送信を要求する前にＵＥに関するページング応答ウィンドウ
の発生まで待つことができる。ページングストラテジィを改善する第３の例において、ネ
ットワークエンティティは、ＵＥのページング応答ウィンドウの期間により頻繁なページ
ングを実行することができＵＥのページング応答ウィンドウ外では、より頻度の少ないペ
ージングを実行することができる。すなわち、ネットワークエンティティはレガシタイプ
ページングを実行することができ、ここでは、ネットワークエンティティは、ＵＥのペー
ジング応答ウィンドウ外では、ＵＥに関するページング再送信要求を発行する前にＵＥの
ＤＲＸサイクルの終了を待ち、ＵＥのページング応答ウィンドウ内では、ネットワークエ
ンティティは、ＵＥに関するページング再送信要求を発行する前にＤＲＸサイクル長未満
待つ。
【００６８】
　[0084]図７は本開示の態様に従って、ｅＤＲＸで動作するＵＥと通信するように動作す
るＭＭＥ７０２、ｅＮＢ１　７２０およびｅＮＢ２　７４０の例示コールフロー７００で
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ある。２つのｅＮＢｓ７２０、７４０は両方とも単一トラッキングエリアＴ内にあり得る
。本開示の態様によれば、例示コールフローはＭＭＥ７０２で図示されるけれども、他の
タイプのネットワークコントローラ（例えば、図１に示されるネットワークコントローラ
１３０）は同様な動作を実行することができる。また、例示コールフローは２つのｅＮＢ
ｓ７２０、７４０で図示されるけれども、他の数のｅＮＢｓがｅＤＲＸで動作するＵＥと
の通信に含まれることができる。図１に示されるｅＮＢ１１０ａは例示コールフローに示
されるように実行することができるｅＮＢの一例であり得る。ｅＮＢ１７２０は図６に示
される６０２で始まるタイムラインに従って動作することができ、同様に、ｅＮＢ２７４
０は図６に示される６０４で始まるタイムラインに従って動作することができる。
【００６９】
　[0085]７０４で、ＭＭＥ７０２は識別（ＩＤ）ＵＥ１（図示せず）を有するＵＥに関す
るデータを受信し、ＵＥ１をページするように決定する。ＭＭＥ７０２はＵＥ１をページ
するように決定することの一部としてＵＥ１がｅＤＲＸで動作しておりトラッキングエリ
アＴ内に位置していると決定することができる。ＭＭＥ７０２はネットワークによりサー
ビスされるＵＥｓのデータベースを参照することによりＵＥ１がｅＤＲＸで動作しており
、トラッキングエリアＴ内に位置されていると決定することができる。
【００７０】
　[0086]時刻７０６において、ＭＭＥ７０２はＵＥ１をページするためのページング要求
（すなわち、ページング要求１およびページング要求２）をトラッキングエリアＴ内のセ
ルをサービスするｅＮＢｓの各々に送信する。例示セルフローでは、２つのｅＮＢｓ、す
なわちｅＮＢ１　７２０およびｅＮＢ２　７４０はトラッキングエリアＴにサービスする
。ページング要求（すなわち、ページング要求１およびページング要求２）はページされ
るＵＥのＩＤ（ＵＥ１）を含む。
【００７１】
　[0087]７２２において、ｅＮＢ１　７２０はページング要求１を受信し、ＵＥ１に関す
るページングハイパーフレーム（ＰＨ）がいつ始まるかをＵＥ１のＩＤに基づいて決定す
る。７２２において、ｅＮＢ１　７２０はＵＥ１に関するＰＨが現在生じておらず、ペー
ジング要求１に応答してＵＥ１に関するページＰ１をキューイングする。同様に、７４２
において、ｅＮＢ２　７４０はページング要求２を受信し、ＵＥ１のＩＤに基づいてＵＥ
１に関するＰＨをいつ開始するかを決定し、ＵＥ１に関するＰＨが現在生じていないこと
を決定し、ＵＥ１に関するページＰ２をキューイングする。
【００７２】
　[0088]多少の時間が経過した後、７０８にいて、ＭＭＥ７０２は、図６の６０８で始ま
るページング応答ウィンドウのようなＵＥ１に関するページング応答ウィンドウが始まる
と決定する。上述したように、ＭＭＥ７０２はＵＥ１に関するページング応答ウィンドウ
の期間にＵＥ１のより頻繁なページングを実行するように決定することができる。たとえ
ば、ＵＥ１は例えばページングハイパーフレーム（例えば、図５を参照）の期間に６４フ
レーム（例えば、０．６４秒）のノーマルＤＲＸサイクル長で動作することができ、ＭＭ
Ｅ７０２は、ＵＥ１に関するページング要求を送信し、ＵＥ１に関する次のページング要
求を送信する前にＤＲＸサイクル（６４フレーム）の長さだけ待つ代わりに、ノーマルサ
イクル長（例えば３２フレームに１回）毎に２度ＵＥ１に関するページング要求を送信す
るように決定することができる。時刻７１０においてＭＭＥ７０２はページング要求３を
ｅＮＢ１　７２０へ送信し、ページング要求４をｅＮＢ２　７４０へ送信する。
【００７３】
　[0089]７２４において、ｅＮＢ１７２０はＵＥ１に関するＰＨが時刻７６２で始まると
決定する。ｅＮＢ１７２０はまたページング要求３に応答してＵＥ１に関するページＰ３
を要求する。同様に、７４４において、ｅＮＢ２７４０はページング要求４に応答してＵ
Ｅ１に関するページＰ４をキューイングする。
【００７４】
　[0090]時刻７１２にいて、ＭＭＥ７０２は、ＵＥ１に関するページング応答ウィンドウ
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の期間にＵＥ１のより頻繁なページングを実行するためにより早い決定（７０８における
）に従って、ページング要求５をｅＮＢ１　７２０に送信し、ページング要求６をｅＮＢ
２　７４０に送信する。
【００７５】
　[0091]ｅＮＢ１　７２０は７２６において、ＵＥ１のＰＨの第１のページングフレーム
（ＰＦ）の期間にページＰ１を送信する。ｅＮＢ１　７２０はまたページング要求５を受
信することに応答してＵＥ１に関するページＰ５をキューイングする。
【００７６】
　[0092]７４６において、ｅＮＢ２　７４０はＵＥ１に関するＰＨが始まったと決定する
。ｅＮＢ２　７４０はまたページング要求６を受信することに応答してページＰ６をキュ
ーイングする。図６のタイムライン６００に示されるように、各ｅＮＢがＨ－ＳＦＮ０か
らハイパーフレームのカウントを開始する時刻は変化することができるので、ｅＮＢ２に
よりサービスされるセル内のＵＥ１のＰＨはｅＮＢ１によりサービスされるセル内のＵＥ
１のＰＨとは異なる時刻に開始することができる。
【００７７】
　[0093]ＵＥ１に関するページング応答ウィンドウの期間にＵＥ１のより頻繁なページン
グを実行するためにより早い決定（７０８における）に従って、時刻７１４において、Ｍ
ＭＥ７０２はページング要求７をｅＮＢ１　７２０に送信し、ページング要求８をｅＮＢ
２　７４０に送信する。
【００７８】
　[0094]７２８において、ｅＮＢ１　７２０はＵＥ１に関するＰＨの第２のＰＨにおいて
ページＰ３を送信する。ｅＮＢ１　７２０はまたページング要求７を受信することに応答
してＵＥ１に関するページＰ７をキューイングする。
【００７９】
　[0095]７４８において、ｅＮＢ２　７４０はＵＥ１のＰＨの第１のＰＦにおいてページ
Ｐ２を送信する。図６のタイムラインに示されるように各ｅＮＢがＨ－ＳＦＮ０からハイ
パーフレームのカウントを開始する時刻は変化することができるので、ｅＮＢ２　７４０
によりサービスされるセル内のＵＥ１のＰＨの第１のＰＦはｅＮＢ１　７２０（上記７２
６参照）によりサービスされるセル内のＵＥ１のＰＨの第１のＰＦとは異なる時刻に生じ
ることができる。
【００８０】
　[0096]７３０において、ｅＮＢ１７２０はＵＥ１からページＰ３への応答を受信する。
【００８１】
　ｅＮＢ１　７２０は時刻７３２においてわずかな時間の後でＭＭＥ７０２に応答を報告
する。
【００８２】
　[0097]７１６において、ｅＮＢ１　７２０からＵＥ１の応答のレポートを受信すること
に応答して、ＭＭＥ７０２はＵＥ１に関するページをキャンセルしＵＥ１に関するデータ
をＵＥ１へ配信するためにｅＮＢ１　７２０に送信する。７１８において、ＭＭＥ７０２
は、ＵＥ１に関するデータを送信しｅＮＢ１　７２０に対してページＰ５およびＰ７をキ
ャンセルするためのコマンドを送信することができる。また７１８において、ＭＭＥ７０
２はｅＮＢ２　７４０に対してページＰ４、Ｐ６、Ｐ８をキャンセルするためのコマンド
を送信することができる。
【００８３】
　[0098]本開示の態様に従って、ｅＮＢによりサービスされるＵＥｓのシステム情報変更
境界に基づいてシステム情報更新を送信するように決定することができる。上述したよう
に、ｅＤＲＸで動作するＵＥｓはＵＥｓに割り当てられたｅＤＲＸサイクルに基づいてそ
れらのシステム情報変更境界を決定することができる。ｅＮＢはサービスされるＵＥｓが
いつページング応答ウィンドウ内にいるかに基づいてシステム情報変更を実行し送信する
ように決定することができるので、ｅＮＢはＵＥｓをページし、システム情報変更を受信
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するためにＵＥｓをウェークアップすることができる。本開示の態様に従って、システム
情報変更期間境界はＳＦＮmod m=0であるＳＦＮ値により定義され、ここで、ｍは変更期
間を備える無線フレームの数である。
【００８４】
　[0099]ｅＤＲＸ　ＵＥｓとノーマル（例えば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓがセル上にキ
ャンプすると(camped)、ｅＤＲＸ　ＵＥｓのデフォルトＤＲＸとノーマルＤＲＸ　ＵＥｓ
のデフォルトサイクルは異なる。本開示の態様に従って、別個のブロードキャストコント
ロールチャネル（ＢＣＣＨ）変更期間はｅＤＲＸ　ＵＥｓに関するブロードキャストであ
り得る。ｅＤＲＸ　ＵＥｓに関する別箇のＢＣＣＨ変更期間をブロードキャストするため
の第１の技法はｅＮＢがｅＤＲＸ　ＵＥｓに関する別個の値をシグナリングすることであ
る。別個の値はＢＣＣＨを介してシステム変更を受信するためにアウェーク(awake)を維
持するために、変更時間期間、T_mod_eDRXおよび変更時間期間の数、K_eDRXを備えること
ができる。次に、ｅＤＲＸに関するＢＣＣＨ変更時間期間は、BCCH_modif_period=T_mod_
eDRX K_eDRXとして計算することができる（たとえば、ＵＥおよび／またはｅＮＢにより
）。
【００８５】
　[00100]ｅＤＲＸ　ＵＥｓに関する別個のＢＣＣＨ変更期間をブロードキャストするた
めの第２の技法は、ｅＮＢがノーマルＤＲＸパラメータT_modおよびＫを変更するために
新しいパラメータC_eDRXをシグナリングすることである。ｅＤＲＸに関するＢＣＣＨ変更
時間期間はBCCH_modif_period=C_eDRX (T_mod K)として（例えば、ＵＥおよび／またはｅ
ＮＢにより）計算されることができる。BCCH_modif_period = C_eDRX (T_mod K) 例えば
、 BCCH_modif_period = C_eDRX (BCCH_modif_period_for_normal_DRX).
　[00101]本開示の態様に従って、ｅＤＲＸ　ＵＥｓに関する変更期間境界はノーマル（
例えば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓの変更期間境界とそろえる(aligned)ことができる。
ｅＤＲＸ　ＵＥｓに関するＢＣＣＨ変更期間はノーマル（例えば、レガシー）ＤＲＸ　Ｕ
ＥｓのＢＣＣＨ変更期間の整数倍であるように制限されることができる。この技法を用い
ると、ｅＮＢはノーマル（例えば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓとｅＤＲＸ　ＵＥｓの両方
に影響を及ぼす可能性のあるいかなるシステム情報変更もノーマル（例えば、レガシー）
ＤＲＸ　ＵＥｓおよびｅＤＲＸ　ＵＥｓに関するそろえられた境界でのみスケジュールさ
れることを保証することができる。
【００８６】
　[00102]いくつかのケースにおいて、システム情報パラメータに対する変更はノーマル
ＤＲＸ　ＵＥｓに対してタイムクリティカル(time critical)であるけれども、ｅＤＲＸ
　ＵＥの動作に関して最小の時間またはまったく影響を及ぼさない。すなわち、あるシス
テム情報パラメータに関して、パラメータに対する変更はｅＤＲＸ　ＵＥｓに対して最小
のまたはまったく影響を及ぼすことなく、ノーマルＤＲＸ　ＵＥの効率的な動作をサポー
トするためにできる限り早く行わなければならない。これらのシステム情報パラメータに
関して、ｅＤＲＸ　ＵＥｓおよびノーマル（例えば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓで動作す
るｅＮＢはｅＤＲＸ　ＵＥ　ＢＣＣＨ変更期間を待つことなく(例えば上述したように)パ
ラメータを更新することができる。ｅＮＢはノーマルＤＲＸ　ＵＥ　ＢＣＣＨ変更境界で
システム情報パラメータを変更することができるので、ノーマルＤＲＸ　ＵＥｓは更新さ
れたシステム情報を獲得するためにページングされることができる。上述したように、ペ
ージングされたＵＥｓは次にウェークアップし、更新されたシステム情報を獲得する（例
えば、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を受信する）。
【００８７】
　[00103]本開示の態様に従って、ｅＮＢはｅＤＲＸ　ＵＥへのページングメッセージに
おいてｅＮＢがシステム情報（例えば、システム情報パラメータ）を更新したことを示す
ことができる。ｅＮＢがシステム情報を更新したことを示すページを受信するｅＤＲＸ　
ＵＥはウェークアップしてシステム情報を獲得する試みを開始することができる。上述し
たように、ｅＮＢがｅＤＲＸ　ＢＣＣＨ変更境界を待つことなく、システム情報を更新し
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たときｅＮＢがシステム情報を更新したことをページングメッセージ内で示すことができ
る。ｅＤＲＸ　ＢＣＣＨ変更境界を待たずにシステム情報を更新することにより、ｅＮＢ
はより効率的にノーマル（例えば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓをサポートすることができ
る。
【００８８】
　[00104]図８はノーマル（例えば、レガシー）ＤＲＸ　ＵＥｓとｅＤＲＸ　ＵＥｓに関
する例示タイムライン８００を図示する。タイムライン８０２はノーマル（例えば、レガ
シー）ＤＲＸ　ＵＥｓに関するものであり、タイムライン８０４はｅＤＲＸ　ＵＥｓに関
するものである。図示されるように、ノーマルＤＲＸ　ＵＥｓとｅＤＲＸ　ＵＥｓの両方
に影響を及ぼす可能性があるシステム情報変更はそろえられた境界８０６、８０８の１つ
でｅＮＢによりスケジュールされる。
【００８９】
　[00105]図９は本開示のある態様に従って、上述したように、ｅＤＲＸを実行するＵＥ
ｓで動作するようにＢＳ（例えば、ＢＳ１１０）により実行されることができる例示動作
を図示する。
【００９０】
　[00106]ブロック９０２において、ＢＳはＵＥの識別（ＩＤ）に基づいてユーザ機器（
ＵＥ）をページングするために少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し、
ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイ
パーフレームのセットから決定される。ブロック９０４において、ＢＳはＵＥをページン
グするための要求を（例えば、ＭＭＥから）受信する。ブロック９０６において、ＢＳは
ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームにおいて
、ＵＥへページング信号を送信する。
【００９１】
　[00107]本開示の態様に従って、ＢＳはＵＥのｅＤＲＸの期間に基づいてページングハ
イパーフレームを決定することができる。本開示のいくつかの態様において、ページング
ハイパーフレームの少なくとも１つのサブフレームにおいてページング信号を送信するこ
とは、ページングハイパーフレームの複数の無線フレームにおいてページング信号を送信
することを備え、複数の無線フレームはレガシーＤＲＸに関する期間に基づいて決定され
る。
[00108]本開示の態様に従って、ＵＥに関するページングハイパーフレームは少なくとも
トラッキングエリア内でＵＥがキャンピングしている基地局とは無関係である。すなわち
、トラッキングエリア内のＵＥに関するＰＨｓはＵＥがキャンプされるセルに関わらず、
トラッキングエリアにまたがってコンスタントであるＨ－ＳＦＮｓで生じる。たとえば、
ＵＥに関するＰＨｓはＵＥの識別子に基づいて決定されることができる。
【００９２】
　[00109]本開示の態様に従って、トラッキングエリア内の異なるＢＳｓからのＵＥに関
するページングハイパーフレームはページング応答ウィンドウ内に含まれる。すなわち、
ＰＨｓはＵＥのＩＤに基づいて選択されるＨ－ＳＦＮインデックスを有するハイパーフレ
ームで生じ、トラッキングエリア内の各ＢＳはトラッキングエリア内の１つおきのＢＳよ
り遅い２つのハイパーフレーム未満の時刻でハイパーフレームのナンバリングを再開する
ので、トラッキングエリア内のＵＥに関するＰＨｓはすべておよそ２ハイパーフレームの
長さの期間内に生じる。
【００９３】
　[00110]図１０は本開示のある態様に従って、上述したように、ｅＤＲＸで動作するＵ
Ｅ（例えば、ＵＥ１２０）により実行されることができる例示動作１０００を図示する。
【００９４】
　[00111]ブロック１００２において、ＵＥはＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（Ｂ
Ｓ）からのページング信号をモニタリングするための少なくとも１つのページングハイパ
ーフレームを決定し、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたが
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る定期的に生じるハイパーフレームのセットから決定される。ブロック１００４において
、ＵＥはページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレーム
でページング信号をモニタする。
【００９５】
　[00112]図１１は本開示のある態様に従って、上述したように、ｅＤＲＸを用いたＵＥ
ｓで動作するためのネットワークエンティティ（例えば、ＭＭＥまたはネットワークコン
トローラ１３０）により実行されることができる例示動作１１００を図示する。
【００９６】
　[00113]ブロック１１０２において、ネットワークエンティティはＵＥの識別（ＩＤ）
に基づいてユーザ機器（ＵＥ）をページングするための少なくとも１つのページングハイ
パーフレームを決定し、ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまた
がる定期的に生じるハイパーフレームのセットから決定される。ブロック１１０４におい
て、ネットワークエンティティはページングハイパーフレームが生じると、１つまたは複
数の基地局（ＢＳｓ）に他の時刻の場合と異ならせてＵＥをページするように要求する。
拡張された不連続受信における例示非同期ページング
　[00114]上述したように、拡張された不連続受信（ｅＤＲＸ）を実行するＵＥｓで動作
するとき、例えばｅＤＲＸを実行するページされたＵＥに連絡するネットワークのページ
の信頼性を改善するためにネットワークのＢＳｓ間で粗い同期を有することが望ましいか
もしれない。本開示の態様に従って、ネットワークのＢＳｓはｅＤＲＸを実行するＵＥｓ
と動作しながら非同期のページングを実行することができる。
【００９７】
　[00115]ＵＥがｅＤＲＸを実行しているとき、モバイルＵＥがページを紛失することを
防止するためにネットワークのＢＳｓがおおよそ同期化されていることが望ましい。ある
環境において、ネットワークがページングしているｅＤＲＸを実行するＵＥは最初のＢＳ
がＵＥをページする直前に第１のＢＳの
カバレージエリアから移動する可能性がある。ＵＥが入ったカバレッジエリアをサービス
している第２のＢＳが、ＵＥがカバレッジエリアに入る少し前にページを送信した場合、
ＵＥは第１のＢＳおよび第２のＢＳの両方からのページを紛失する。これが起きる場合、
ことによるとＵＥはＵＥの構成されたｅＤＲＸサイクルの期間を超える期間連絡できない
(unreachable)可能性がある。
【００９８】
　[00116]図１２は例示タイムライン１２００を用いて上述した状況を図示する。ｅＮＢ
１、ｅＮＢ２およびｅＮＢ３に関する例示ｅＤＲＸページングサイクルはそれぞれ１２０
２、１２０および１２０６で示される。図示されるように、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２およびｅ
ＮＢ３に関するｅＤＲＸページングサイクルは非同期である。１２０８において、ネット
ワークはＵＥ１をページすることを決定し、ページングコマンドをｅＮＢ１、ｅＮＢ２お
よびｅＮＢ３に送信する。例示タイムラインにおいて、ＵＥ１はｅＮＢ２によりサービス
されている。ｅＮＢ３は１２１０でｅＮＢ３のページングハイパーフレームＰＨ３の期間
にＵＥ１をページするが、ＵＥ１は現在ｅＮＢ３によりサービスされておらず、そのため
ＵＥ１はｅＮＢ３からのページを検出しない。１２１２において、ＵＥ１はｅＮＢ２から
ｅＮＢ３に再選択する。１２１４でｅＮＢ２のページングハイパーフレームＰＨ２が生じ
、ｅＮＢ２はＵＥ１をページする。ＵＥ１はすでにｅＮＢ３に再選択されたので、ＵＥ１
はｅＮＢ２からのページを検出しない。ｅＮＢ３に関するページングハイパーフレームが
以前に発生したので、１２１０においてＵＥ１はｅＮＢ２とｅＮＢ３の両方からページン
グハイパーフレームを紛失した。ＵＥ１がｅＮＢ３のカバレッジエリアに留まっている場
合、ＵＥ１はＰＨ３の次の発生迄ネットワークにより連絡することができず、ｅＤＲＸサ
イクルの期間よりも長い期間連絡できなかったであろう。
【００９９】
　[00117]他の環境において、ＵＥは第１のＢＳからページを受信し、ページに応答し、
そして第１のＢＳのカバレッジエリアから移動することができる。ＵＥがカバレッジエリ
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アに入った後でＵＥが入ったカバレッジエリアをサービスしている第２のＢＳが同じペー
ジを送信する場合、ＵＥは第２のＢＳからのページに応答することができ、ＵＥが同じペ
ージに２度応答するような不必要なシグナリングを生じる結果となる。ネットワークのＢ
Ｓｓをおおよそ同期させることはこの状況が発生するのを防止することができる。
【０１００】
　[00118]図１３は例示タイムライン１３００を用いて上述した状況を図示する。ｅＮＢ
１とｅＮＢ２に関する例示ｅＤＲＸページングサイクルはそれぞれ１３０２と１３０４で
示される。１３０８において、ネットワークはＵＥ２に関するデータがあると決定し、Ｕ
Ｅ２をページすることを決定し、ページングコマンドをｅＮＢ１、ｅＮＢ２およびｅＮＢ
３に送信する。例示タイムラインにおいて、ＵＥ２はｅＮＢ１によりサービスされている
。１３１６においてｅＮＢ１のページングハイパーフレームＰＨ１の期間にＵＥ２をペー
ジする。ＵＥ２はｅＮＢ１からのページ(複数の場合もある)を検出して応答する。１３１
８でＵＥ１はｅＮＢ１からｅＮＢ２へ再選択する。１３１４において、ｅＮＢ２のページ
ングハイパーフレームＰＨ２が生じ、ｅＮＢ２はＵＥ２をページする。ＵＥ２はｅＮＢ２
からのページに応答しＵＥ２がｅＮＢ１を介して受信したのと同じデータをｅＮＢ２を介
して受信する。これが起きる場合、ｅＮＢ２によるページング、ＵＥ２による応答および
ｅＮＢ２からデータ転送はすべて不必要なシグナリングである。
【０１０１】
　[00119] 本開示の態様によれば、ＢＳｓが同期されていないネットワークにおいてｅＤ
ＲＸを実行するＵＥは図１２を参照して上述したようにＵＥは複数のＢＳＳ（例えばＵＥ
２）からのページに応答するのでＵＥ（例えば、ＵＥ１）がページ（例えば、ＵＥ１）を
紛失したり、または不必要なシグナリングが生じる望ましくない状況を回避するために、
ｅＤＲＸページモニタリングタイマTmonitor,eDRXを使用することができる。
【０１０２】
　[00120]本開示の態様によれば、ＭＭＥはｅＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば
、Tmonitor,eDRX）およびＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば、Tmonitor,DRX）を
使用するようにｅＤＲＸを実行するＵＥを構成することができる。ＭＭＥはｅＤＲＸペー
ジモニタリングタイマ（例えば、Tmonitor,eDRX）を使用し、ｅＤＲＸページモニタリン
グタイマが満了前に実行することができる期間を構成するようにｅＤＲＸを実行するＵＥ
を構成することができる。すなわち、ｅＤＲＸページモニタリングタイマの満了に応答し
ていくつかの行動（例えば、ページングハイパーフレーム内に無い１つまたは複数の無線
フレーム内の別のページング信号をモニタリングすること、ノンアクセスストレータム（
ＮＡＳ）プロシージャをトリガすること、無線リソースコントロール（ＲＲＣ）プロシー
ジャをトリガすること）をＵＥが取る前にｅＤＲＸページモニタリングタイマが実行され
るための最大時間期間でｅＤＲＸを実行するＵＥを構成することができる。ＭＭＥはまた
ＤＲＸページモニタリングタイマが満了前に実行することができる期間を構成することが
できる。
【０１０３】
　[00121]ＭＭＥにより構成されることの代替として、１つまたは両方のタイマー（Tmoni
tor,eDRXおよびTmonitor,DRX）の値は例えば、ネットワークによりすでに構成された他の
ｅＤＲＸに基づいて暗黙的に指定されるかまたは配信されることができる。
【０１０４】
　[00122]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸを実行しｅＤＲＸページモニタリングタイマ
を使用するＵＥは、ＵＥが成功裏にページング機会（例えば、ページを受信することまた
は潜在的なページに関する指定されたページング機会をモニタすることができること）を
モニタする機会毎にｅＤＲＸページモニタリングタイマをスタート（例えば、再スタート
）させることができる。同じページングハイパーフレーム内の複数のページ反復はＵＥに
より単一ページング機会として取り扱われることができる。ｅＤＲＸを実行しｅＤＲＸペ
ージモニタリングタイマを使用するＵＥはまたＵＥが無線リソース制御（ＲＲＣ）または
ノンアクセスストレータム（ＮＡＳ）プロシージャを完了しアイドル状態に戻る機会毎に
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ｅＤＲＸページモニタリングタイマをスタート（例えば、リスタート）することができる
。
【０１０５】
　[00123]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸを実行しているＵＥのｅＤＲＸページモニタ
リングタイマが満了する場合、ＵＥはＤＲＸページモニタリングタイマの期間に等しい時
間期間（例えば２０秒）レガシーＤＲＸを実行するようにフォールバック(fall back)す
ることができる。ＤＲＸページモニタリングタイマの期間レガシーＤＲＸを実行した後で
（例えば、ＵＥのレガシーＤＲＸサイクル上でページをモニタリングする）、ＵＥはｅＤ
ＲＸを実行することに戻りｅＤＲＸページモニタリングタイマをリスタートすることがで
きる。
【０１０６】
　[00124]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸを実行しているＵＥのｅＤＲＸページモニタ
リングタイマが満了した場合、ＵＥはＮＡＳまたはＲＲＣプロシージャをトリガすること
ができる（例えば、トラッキングエリアアップデート（ＴＡＵ）、サービスリクエスト（
ＳＲ）、またはＲＲＣ接続要求）。ＮＡＳまたはＲＲＣプロシージャを実行した後、ＵＥ
はｅＤＲＸを実行することに戻りｅＤＲＸページモニタリングタイマをリスタートするこ
とができる。
【０１０７】
　[00125]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸを実行しているＵＥがＵＥのｅＤＲＸサイク
ルに近接した時間期間内にページ要求に応答しないとき（例えば、ＵＥのｅＤＲＸサイク
ルプラス２秒またはＵＥのｅＤＲＸサイクルプラス１００ミリ秒）、ＭＭＥは１つまたは
複数のＢＳｓ（例えば、トラッキングエリア内のＢＳｓのすべて）にレガシーＤＲＸモー
ドでＵＥをページするように指示することができる。
【０１０８】
　[00126]図１４は、本開示の態様に従って、例示タイムライン１４００において、ＢＳ
ｓがページングハイパーフレームサイクルに対して同期されていないネットワークにおい
てｅＤＲＸを実行するＵＥにより実行されることができる例示動作を図示する。セル１、
セル２、およびセル３に関する例示ｅＤＲＸページングサイクルはそれぞれ１４０２、１
４０４および１４０６で示される。１４０８においてセル１によりサービスされているｅ
ＤＲＸを実行するＵＥはセル１のページングパーフレームＰＨ１内のページをモニタする
ことができる。上述したように、ＵＥはページを成功裏にモニタリングすることに応答し
てｅＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば、Tmonitor,eDRX）をリスタートする。１
４１０でＵＥはセル２に再選択する。１４１２でＵＥはセル２のページングハイパーフレ
ームＰＨ２内のページをモニタする。上述したように、ＵＥはＵＥがページを成功裏にモ
ニタリングすることに応答してＵＥのｅＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば、Tmon
itor,eDRX）をリスタート（例えば、ストップしリセットする）。１４１４でＵＥはセル
３に再選択する。１４１６でＵＥのｅＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば、Tmonit
or,eDRX）はＵＥがセル３からのページをモニタすることができる前に満了する。上述し
たように、ＵＥはＵＥのｅＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば、Tmonitor,eDRX）
が満了することに応答してレガシーＤＲＸページをモニタリングすることにフォールバッ
クし、ＤＲＸページモニタリングタイマ（例えば、Tmonitor,DRX）をスタートさせる。Ｄ
ＲＸページモニタリングタイマが満了すると、ＵＥはｅＤＲＸを実行することに戻りｅＤ
ＲＸページモニタリングタイマをリスタートする。
【０１０９】
　[00127]本開示の態様によれば、ｅＤＲＸを実行するＵＥはセルからのページに応答し
、そのページに応答することに応答してある時間期間ページングを無視することができる
。この状況においてある時間期間ページングを無視するＵＥはネットワークエンティティ
（例えば、ＭＭＥ）からの同じイニシャル要求からトリガされた異なるＢＳｓからのペー
ジに応答することを回避することができる。本開示の態様によれば、ＵＥがページを無視
する時間期間はネットワークエンティティによりＵＥに供給されたｅＤＲＸ構成の一部と



(25) JP 6762960 B2 2020.9.30

10

20

30

40

50

してＵＥ上で構成されることができる。さらに、または代替的にＵＥがページを無視する
時間期間はＢＳを介してネットワークエンティティからＵＥに動的にシグナリングされる
ことができる（例えば、サービスリクエスト（ＳＲ）プロシージャの一部として）。また
、追加的にまたは代替的にＵＥがページを無視する時間期間はＵＥが構成されるｅＤＲＸ
サイクル（例えば、ｅＤＲＸサイクルの長さ）に基づいて決定されたデフォルト値または
暗黙値であり得る。
【０１１０】
　[00128]本開示の態様によれば、一度ＵＥがページに応答すると、ＭＭＥはトラッキン
グエリア内のＢＳｓ（例えばｅＮＢｓ）にページキャンセル通知を送信することができる
。この通知を受信すると、ＢＳｓ（例えばｅＮＢｓ）はＵＥに関する任意のペンディング
ページをキャンセルする。ページ送信をキャンセルすることにより、ＵＥが重複されたペ
ージに応答する上述した問題が回避されることができる。
【０１１１】
　[00129]代替的にまたは付加的にネットワークエンティティ（例えば、ＭＭＥ）は基地
局へのページ要求に第１のタグまたはシーケンス番号を含めることができる。ｅＤＲＸを
実行するＵＥは第１のタグまたはシーケンス番号を含むセルからページに応答し、次に同
じ第１のタグまたはシーケンス番号を含むページング信号を無視することができる。ＵＥ
が第２のタグまたはシーケンス番号を含むページング信号を受信する場合ページング信号
を無視することを停止することができる。
【０１１２】
　[00130]本開示の態様によれば、ネットワークエンティティ（例えば、ＭＭＥ）はネッ
トワークエンティティによりトリガされたｅＤＲＸを実行しているＵＥへのページ間でネ
ットワークエンティティが待つであろう時間期間を決定することができる。すなわち、ｅ
ＤＲＸを実行しているＵＥへのページをトリガしたネットワークエンティティはＵＥへの
別のページをトリガする前にある時間期間待つであろう。上述したように、ネットワーク
エンティティはＵＥがページを無視する時間期間に基づいて時間期間の長さを決定するこ
とができる。
【０１１３】
　[00131]ここに提供された種々の技法はセル獲得を実行することに関連した時間を改善
することができ、その結果、デバイス性能を改善しおよび／または電力消費を低減するこ
とができる。
【０１１４】
　[00132]ここにおいて使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」とい
うフレーズは、単一の要素を含む、それらの項目の任意の組み合わせを指す。例として、
「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」は、Ａ、またはＢ、またはＣ、あるいはこ
れらの任意の組合せ（例えば、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－Ｂ－Ｃ）をカバーす
るように意図される。例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、
ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃ、ならびに複数の同一の要素を有す
る任意の組み合わせ（例えば、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－
ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、または
ａ、ｂ、およびｃのその他任意の順序）をカバーするように意図される。
[00133]　前述された方法のさまざまな動作は、対応する機能を実行することができる任
意の適切な手段によって実行され得る。手段は、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、またはプロセッサを含むがそれらに限定されない、様々なハードウェアおよび／また
はソフトウェア／ファームウェアコンポーネント、並びに／あるいはモジュールを含み得
る。一般に、図面に例示された動作が存在する場合、これらの動作は、任意の適切な同じ
符番を付された対応するミーンズプラスファンクションコンポーネントによって行われる
ことができる。
【０１１５】
　[00134]例えば、決定する手段、ブーストする手段、構成する手段、低減する手段、抜
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け出す手段(means for exiting)、要求する手段、調停する手段、実行する手段、モニタ
リングする手段、サーチする手段、終了する手段、戻る手段、指示する手段、および／ま
たは表示する手段は図２に示されるユーザ端末１２０のコントローラ／プロセッサ２８０
および／または受信プロセッサ２５８、および／または図２に示される基地局１１０のコ
ントローラ／プロセッサ２４０および／または送信プロセッサのような１つまたは複数の
プロセッサを含むことができる。受信する手段は図２に示されるユーザ端末１２０のアン
テナ（複数の場合もある）２５２および／または受信プロセッサ(例えば、受信プロセッ
サ２５８)を備えることができる。送信する手段および／またはアナウンスする手段は図
２に示されるｅＮＢ１１０のアンテナ（複数の場合もある）２３４および／または送信プ
ロセッサ（例えば、送信プロセッサ２２０）を備えることができる。要求する手段および
／または指示する手段は、ネットワークインタフェース、１つまたは複数のプロセッサ、
および／または通信ユニット（例えば、通信ユニット２９４または通信ユニット２４４）
を含むことができる。
【０１１６】
　[00135]さまざまな異なる技術および技法のうちの任意のものを使用して、情報および
信号が表されうることを、当業者は理解するだろう。例えば、上記説明の全体にわたって
参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは
、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの組み
合わせによって表され得る。
【０１１７】
　[00136]当業者はさらに、本明細書の開示と関連して説明される様々な例示的な論理ブ
ロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが電子ハードウェア、ソフトウ
ェア／ファームウェア、またはそれらの組み合わせとして実装され得ることを理解するだ
ろう。このハードウェアおよびソフトウェア／ファームウェアの互換性を明確に示すため
に、様々な実例となる構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般
に、それらの機能の観点から上述されている。このような機能が、ハードウェアとして実
現されるかソフトウェア／ファームウェアとして実現されるかは、特定のアプリケーショ
ンおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、各々の特定のアプリ
ケーションに関して、多様な方法で説明された機能をインプリメントすることができるが
、このようなインプリメンテーションの決定は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こして
いると解釈されるべきでない。
【０１１８】
　[00137]ここでの開示に関連して記述した、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュ
ール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジ
ック、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは、ここで記述した機能を実
行するように設計されているこれらの任意の組み合わせでインプリメントまたは実行され
うる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることがあり得るが、その代わりに、
プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または
ステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わ
せとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアを備えた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは、このような構
成の他の何らかのものとしてインプリメントされ得る。
【０１１９】
　[00138]本明細書の開示に関連して説明されたアルゴリズムまたは方法のステップは、
直接的にハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェア
モジュールで、またはそれらの組み合わせで具現化され得る。ソフトウェア／ファームウ
ェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ
、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、位相変更メモリ（ＰＣＭ）、レジスタ、ハードディ
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スク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他
の形態の記憶媒体に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが情報を記憶媒体から
読み取り、情報を記憶媒体に書き込むことができるようにプロセッサに結合される。ある
いは、記憶媒体は、プロセッサに組み込まれ得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ
に常駐しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に常駐しうる。代替においては、プロセッサお
よび記憶媒体は離散的なコンポーネントとしてユーザ端末内に常駐しうる。
【０１２０】
　[00139]１つまたは複数の例示的な設計において、説明された機能は、ハードウェア、
ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組み合わせで実装され得る。ソフトウェ
ア／ファームウェア内で実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つ以上の
命令またはコードとして記憶または送信され得る。コンピュータ可読媒体は、１つの場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体
とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまたは特殊目的
コンピュータによってアクセスできる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく、
例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ／
ＤＶＤ、あるいはその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又はその他の磁
気記憶デバイス、あるいは、命令群又はデータ構造の形態で望ましいプログラムコード手
段を搬送又は記憶するために使用されることができ、かつ、汎用又は特殊用途コンピュー
タ、あるいは汎用又は特殊用途プロセッサによってアクセスすることができるその他任意
の媒体を備えうる。また、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と厳密には称される。例
えば、ソフトウェア／ファームウェアが、ウェブサイト、サーバ、あるいは、同軸ケーブ
ル、ファイバ光ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）、または赤外
線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用している他の遠隔ソースから
送信される場合、同軸ケーブル、ファイバ光ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは
、赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
ここで使用したようなディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）、レーザディスク(登録商標)、光ディスク、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含むが、一般的
に、ディスク（ｄｉｓｋ）は、データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）
はデータをレーザによって光学的に再生する。先のものを組み合わせたものもまた、コン
ピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１２１】
　[00140]本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対するさまざまな変更は、当業者に容易に理解され、ここで
定義される一般的な原理は、本開示の主旨および範囲から逸脱することなく、他の変化に
適用されることができる。よって、本開示は、ここで説明される例および設計に限定され
るように意図されたものではなく、ここで開示された原理および新規の特徴と矛盾しない
最大範囲であると認められるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするための少なくとも１つのページ
ングハイパーフレームを決定することと、ここで前記少なくとも１つのハイパーフレーム
は各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパーフレームのセットから決
定される、
　前記ＵＥをページするための要求を受信することと、および
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームで
前記ＵＥにページング信号を送信することと、を備える、方法。
［Ｃ２］　前記少なくとも１つのページングハイパーフレームはまた前記ＵＥの拡張され
た不連続受信（ｅＤＲＸ）の期間に基づいて決定される、Ｃ１の方法。
［Ｃ３］　ページングハイパーフレームの少なくとも１つのサブフレームで前記信号をペ
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ージングすることは、
　前記ページングハイパーフレームの複数の無線フレームでページング信号を送信するこ
と、ここで前記複数の無線フレームはレガシーＤＲＸの期間に基づいて決定される、を備
える、Ｃ２の方法。
［Ｃ４］　同じページング信号が前記複数の無線フレームの各無線フレームで送信される
、Ｃ３の方法。
［Ｃ５］　前記少なくとも１つのページングハイパーフレームは各々がｅＤＲＸの期間に
基づいて決定される複数のページングハイパーフレームを備える、Ｃ２の方法。
［Ｃ６］　前記ページング信号を送信した後に前記ＵＥのページングをキャンセルする要
求をネットワークエンティティから受信することと、
　前記要求に応答してさらなるページング信号の送信をキャンセルすることと、をさらに
備える、Ｃ１の方法。
［Ｃ７］　ｅＤＲＸ　ＵＥｓをサポートするセルに関するシステム情報を更新することを
決定することと、
　ｅＤＲＸにおいてＵＥに関する拡張されたブロードキャストコントロールチャネル（Ｂ
ＣＣＨ）を決定することと、
　前記ページング信号を前記ＵＥに送信する１つの拡張されたＢＣＣＨ変更期間内で前記
システム情報を更新することと、をさらに備える、Ｃ１の方法。
［Ｃ８］　ノーマルＢＣＣＨ変更境界と時間整合された拡張されたＢＣＣＨ変更境界を決
定することをさらに備えた、Ｃ７の方法。
［Ｃ９］　前記ＵＥに関するハイパーフレームをページングすることは、少なくともトラ
ッキングエリア内において前記ＵＥがキャンピングしている基地局と無関係である、Ｃ１
の方法。
［Ｃ１０］　トラッキングエリア内で異なるＢＳｓから前記ＵＥに関するハイパーフレー
ムをページングすることは、ページング応答ウィンドウ内に含まれる、Ｃ１の方法。
［Ｃ１１］　前記トラッキングエリア内の他の基地局と前記ページング応答ウィンドウを
同期するようにグローバルクロックと整合させるためにハイパーフレームシステムフレー
ム番号（Ｈ－ＳＦＮ）をイニシャライズすることをさらに備えた、Ｃ１０の方法。
［Ｃ１２］　システム情報に変化が生じたことを前記ページング信号を介して示すことを
さらに備える、Ｃ１の方法。
［Ｃ１３］　前記要求はタグ番号を備え、
　前記ページング信号を送信することは、前記ページング信号で前記タグ番号を送信する
ことを備える、Ｃ１の方法。
［Ｃ１４］　ユーザ機器（ＵＥ）による無線通信の方法において、
　前記ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からページング信号をモニタリング
する少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定することと、ここで、前記ペー
ジングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパー
フレームのセットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームで
前記ページング信号をモニタリングすることと、を備える、方法。
［Ｃ１５］　前記ページングハイパーフレームはまた前記ＵＥの拡張された不連続受信（
ｅＤＲＸ）の期間に基づいて決定される、Ｃ１４の方法。
［Ｃ１６］　前記ページングハイパーフレームの少なくとも１つのサブフレームで前記ペ
ージング信号をモニタリングすることは、
　前記ページングハイパーフレームの複数の無線フレームで前記ページング信号をモニタ
リングすることを備え、前記複数の無線フレームはレガシーＤＲＸに関する期間に基づい
て決定される、Ｃ１５の方法。
［Ｃ１７］　前記少なくとも１つのページングハイパーフレームは各々が前記ｅＤＲＸの
期間に基づいて決定される複数のページングハイパーフレームを備える、Ｃ１５の方法。
［Ｃ１８］　前記ＵＥに関するハイパーフレームをページングすることは、少なくともト
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ラッキングエリア内で前記ＵＥがキャンピングしている基地局とは無関係である、Ｃ１４
の方法。
［Ｃ１９］　トラッキングエリア内の異なるＢＳｓから前記ＵＥに関するハイパーフレー
ムをページングすることはページング応答ウィンドウ内に含まれる(fall within)、Ｃ１
４の方法。
［Ｃ２０］　前記少なくとも１つのサブフレームの後で前記ページングハイパーフレーム
のサブフレーム内のページング信号をモニタリングすることを中止することを決定するこ
とをさらに備える、Ｃ１４の方法。
［Ｃ２１］　前記決定は少なくとも部分的に信号品質メトリックに基づく、Ｃ２０の方法
。
［Ｃ２２］　前記信号品質メトリックは信号対雑音比（ＳＮＲ）を備える、Ｃ２１の方法
。
［Ｃ２３］　前記決定は、少なくとも部分的に前記ＵＥのモビリティに基づく、Ｃ２０の
方法。
［Ｃ２４］　前記決定は前記ＵＥがセルに最後に選択されてから経過した時間期間に基づ
く、Ｃ２０の方法。
［Ｃ２５］　システム情報が変化したという表示を前記ページング信号を介して受信する
ことと、
　前記表示に応答してシステム情報を獲得することと、をさらに備える、Ｃ１４の方法。
［Ｃ２６］　タイマーを開始することと、
　前記ＵＥが前記タイマーの満了前に前記ページング信号をモニタすることができない場
合、前記ページングハイパーフレーム内にはない１つまたは複数の無線フレーム内の別の
ページング信号をモニタリングすることと、をさらに備える、Ｃ１４の方法。
［Ｃ２７］　前記ＵＥが、
　前記ページング信号をモニタすることと、
　前記ページング信号または前記他のページング信号を受信すること、の少なくとも１つ
を実行する場合、前記タイマーをリスタートすることをさらに備える、Ｃ２６の方法。
［Ｃ２８］　タイマーを開始することと、
　前記ＵＥが前記タイマーの満了前に前記ページング信号をモニタすることができない場
合、ノンアクセスストレータム(non-access stratum)（ＮＡＳ）プロシージャをトリガす
ることをさらに備える、Ｃ１４の方法。
［Ｃ２９］　前記ＵＥが前記ＮＡＳプロシージャを完了する場合前記タイマーをリスター
トすることをさらに備える、Ｃ２８の方法。
［Ｃ３０］　タイマーを開始することと、
　前記タイマーの満了前に前記ページング信号を前記ＵＥがモニタできない場合、無線リ
ソースコントロール（ＲＲＣ）プロシージャをトリガすることをさらに備える、Ｃ１４の
方法。
［Ｃ３１］　前記ＵＥが前記ＲＲＣプロシージャを完了する場合前記タイマーをリスター
トすることをさらに備える、Ｃ３０の方法。
［Ｃ３２］　前記ページング信号を受信することと、
　ある期間のタイマーを開始することと、
　前記タイマーの満了まで前記ページング信号をモニタリングすることを控えることをさ
らに備える、Ｃ１４の方法。
［Ｃ３３］　前記タイマーの前記期間は、
　拡張された不連続受信（ｅＤＲＸ）構成の一部およびダイナミックシグナリングの少な
くとも１つで受信される、Ｃ３２の方法。
［Ｃ３４］　拡張された不連続受信（ｅＤＲＸ）構成に基づいて前記タイマーの前記期間
を決定することをさらに備える、Ｃ３２の方法。
［Ｃ３５］　前記ページング信号を受信することと、
　前記ページング信号に含まれるタグ番号を決定することと、
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　前記同じタグ番号を含む他のページング信号を無視することと、をさらに備える、Ｃ１
４の方法。
［Ｃ３６］　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするた
めの少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定することと、ここで、前記ペー
ジングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる周期的に生じるハイパー
フレームのセットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームが生じると他の時刻の場合と異ならせて前記ＵＥをペ
ージすることを１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に要求することと、を備える、無線通
信の方法。
［Ｃ３７］　前記要求は前記ページングハイパーフレームが発生すると、より積極的に(a
ggressively)前記ＵＥをページングすることを備える、Ｃ３６の方法。
［Ｃ３８］　トラッキングエリア内の異なるＢＳｓから前記ＵＥに関するハイパーフレー
ムをページングすることはページング応答ウィンドウ内に含まれる、Ｃ３６の方法。
［Ｃ３９］　前記要求は前記ＵＥがどのように他の時間にページされるかに関連して前記
ページング応答ウィンドウと一緒に前記ＵＥをさらに積極的にページングすることを備え
る、Ｃ３６の方法。
［Ｃ４０］　前記ページングハイパーフレームはまた前記ＵＥの拡張された不連続受信（
ｅＤＲＸ）の期間に基づいて決定される、Ｃ３６の方法。
［Ｃ４１］　前記少なくとも１つのページングハイパーフレームは各々が前記ｅＤＲＸの
期間に基づいて決定される、複数のページングハイパーフレームを備える、Ｃ３６の方法
。
［Ｃ４２］　前記ＵＥからのページング応答を検出した後で前記ＵＥのページングをキャ
ンセルするための要求を１つまたは複数のＢＳｓに送信することをさらに備える、Ｃ３６
の方法。
［Ｃ４３］　前記ＵＥに関するハイパーフレームをページングすることは少なくともトラ
ッキングエリア内で前記ＵＥがキャンピングしている基地局とは無関係である、Ｃ３６の
方法。
［Ｃ４４］　前記ＵＥがある期間内にページに応答しなかったと決定することと、
　１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に前記ページングハイパーフレームの外部で前記Ｕ
Ｅをページすることを指示すること、をさらに備える、Ｃ３６の方法。
［Ｃ４５］　前記ＵＥがページに応当したと決定することと、
　前記ＵＥが前記ページに応当したとの決定に応答してタイマーを開始することと、
　前記タイマーの満了まで前記ＵＥをページするために１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ
）に要求することを控えることと、をさらに備える、Ｃ３６の方法。
［Ｃ４６］　前記ＵＥがページに応当したと決定することと、
　前記決定に応答して１つまたは複数の基地局に前記ＵＥに関するページングキャンセル
を送信することと、をさらに備えるＣ３６の方法。
［Ｃ４７］　ページに含まれるべきタグ番号を決定することと、ここにおいて前記要求す
ることは前記タグ番号を前記１つまたは複数のＢＳｓに送信することをさらに備える、Ｃ
３６の方法。
［Ｃ４８］　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングする少
なくとも１つのページングハイパーフレームを決定する手段と、ここで、前記ページング
ハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフレー
ムのセットから決定される、
　前記ＵＥをページするための要求を受信する手段と、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームで
前記ＵＥへページング信号を送信する手段と、を備える、無線通信に関する装置。
［Ｃ４９］　ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からのページング信号をモニ
タリングするための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定する手段と、こ
こで前記ページングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生
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じるハイパーフレームのセットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームで
前記ページング信号をモニタリングすることと、を備える、無線通信に関する装置。
［Ｃ５０］　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするた
めの少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定する手段と、ここで前記ページ
ングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフ
レームのセットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームが生じると他の時刻の場合と異ならせて前記ＵＥをペ
ージすることを１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に要求する手段と、を備える、無線通
信に関する装置。
［Ｃ５１］　少なくとも１つのアンテナと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするための少なく
とも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで前記ページングハイパーフレー
ムは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフレームのセットから
決定される、
　前記ＵＥをページするための要求を受信し、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームに
おいて前記ＵＥに前記少なくとも１つのアンテナを介してページング信号を送信する、よ
うに構成された少なくとも１つのプロセッサと、を備える基地局（ＢＳ）。
［Ｃ５２］　すくなくとも１つのアンテナと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からページング信号をモ
ニタするための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで前記ペー
ジングハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパー
フレームのセットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームで
前記ページング信号をモニタする、ように構成されるプロセッサとを備えたユーザ機器（
ＵＥ）。
［Ｃ５３］　少なくとも１つのネットワークエンティティと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするための少なく
とも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで、前記ページングハイパーフレ
ームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフレームのセットか
ら決定される、
　前記ページングハイパーフレームが生じると他の時刻の場合と異ならせて前記ＵＥをペ
ージするように１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に要求する、ように構成されたプロセ
ッサと、を備えるネットワークエンティティ。
［Ｃ５４］　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするた
めの少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで前記ページングハイ
パーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフレームの
セットから決定される、
　前記ＵＥをページするための要求を受信し、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームに
おいて前記ＵＥにページング信号を送信する、ためのコンピュータ実行可能な命令を備え
るコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５５］　ＵＥの識別（ＩＤ）に基づいて基地局（ＢＳ）からページング信号をモニタ
するための少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで前記ページン
グハイパーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフレ
ームのセットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームの無線フレーム内の少なくとも１つのサブフレームに
おいて前記ページング信号をモニタするためのコンピュータ実行命令を備えるコンピュー
タ可読媒体。
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［Ｃ５６］　ユーザ機器（ＵＥ）の識別（ＩＤ）に基づいて前記ＵＥをページングするた
めの少なくとも１つのページングハイパーフレームを決定し、ここで前記ページングハイ
パーフレームは各々が多数の無線フレームにまたがる定期的に生じるハイパーフレームの
セットから決定される、
　前記ページングハイパーフレームが生じると、他の時刻の場合と異ならせて前記ＵＥを
ページするように１つまたは複数の基地局（ＢＳｓ）に要求する、ためのコンピュータ実
行可能命令を備える、コンピュータ可読媒体。
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【図１３】 【図１４】
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